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日本気象学会昭和47年度総会提出議題

　1．会費値上げに伴う定款の一部改正について

　提案理由

　本会会費は，昭和43年度に改正され，その後の4年間

は，賃金物価等の上昇にもかかわらず関係者の努力によ

って，会費の値上げを行なうことなく本会の会計をまか

なってきました．しかし，昨年7月及び本年2月の2回

にわたる郵便料金の改訂，印刷費の高騰に伴う印刷所の

値上げ要求のため，昭和47年度以降は会費の増額なしに

本会の正常な財政・運営を行なうことは困難になってき

ました．

　一方環境科学の重要性が高まりつつある状況に即応し

て，機関誌「気象集誌」　「天気」の充実，学会活動の活

発化の要望がたかまり，これらの要望にこたえることが

重要かつ緊急な課題となってきました．

　この二つの問題解決のため理事会は最低限必要な会費

の値上げを内容とする定款の一部改正を提案し，会員各

位の理解と賛同を要請します．

　改正案
　定款第6条第1項第1号中「1，800円」を「2，400円」

に，「1，320円」を「1，560円」に，「2，160円」を「3，240

円」に，「3，360円」を「4，560円」に，「2，400円」を

r2，880円」に，「3，600円」を「5，400円」に改める．

　同条同項第3号中「2，500円」を「3，360円」に，

「5，000円」を「6，720円」に改める．

附則

参照

この定款の変更は，文部大臣の認可の日から施行し，昭和47年度会費から適用する．

1・新，【日条文

新 条 文（改　正　案）

第6条　この会員の種別および会費は，次のとおりとす
　　　　る．

　1．通常会員　この法人の目的に賛同し，次の区分によ
　　　　　　　り会費を納める者．

　　A会　員　会費として年額金2，400円を納める者，
　　　　　　　ただし在学中の会員は年額金1，560円，
　　　　　　　外国に在住する会員は年額金5，240円と
　　　　　　　する．

　　B会　員　会費として年額金4，560円を納める者，
　　　　　　　ただし在学中の会員は年額金2，880円，
　　　　　　　外国に在住する会員は年額金5，400円と
　　　　　　　する．

　3．団体会員　この法人の目的事業に賛同し，会費年額

　　　　　　　A会員として1口金5，560円を1口以上

　　　　　　　B会員として1口金6，720円を1口以上

　　　　　　　納める団体．

旧 条 文（現 行）

第6条 この会員の種別および会費は，次のとおりとす
る．

1．通常会員

A会　員

B会　員

3．団体会員

この法人の目的に賛同し，次の区分によ
り会費を納める者．

会費として年額金1，800円を納める者，
ただし在学中の会員は年額金1，320円，
外国に在住する会員は年額金2，160円ど
する．

会費として年額金3，560円を納める者，
ただし在学中の会員は年額金2，400円，
外国に在住する会員は年額金5，600円と
する．

この法人の目的事業に賛同し，会費年額

A会員として1口金2，500円を1口以上

B会員として1口金5，000円を1口以上
納める団体．

参照　2．新，旧会費額

会員　の　種別

通常会員｛念会．員

学生会員｛倉会．員

雲国在貸桧会．員

団体会員｛倉会．員

改正額

2，400円
4，560

1，560

2，880

3，240
5，400

3，360
6，720

現行額

1，800円

3，360

1，320

2，400

2，160

3，600

2，500

5，000

値上げ額

　600
1，200

　240
　480
1，080

1，800

　860
1，720

値上げ率

33．3％

35．7

18．2
20．0

50．0
50．0

34．4
34．4

備 考

58 、天気”19．3．
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　参考　1．印刷費について

　現行の印刷費は，昭和45年度に改定したもので，その後

2年間据置いてあるが，その間賃金指数は34．3％上昇し

ており，印刷業者から昭和47年度は，ぜひ改定してほし

いと強い要求があり，ある程度値上げせざるを得ない．

　改定による増加見込額

気象集誌　　　　　805，340円

天気　966，400円
参考　2．郵便料について

昭和46年7月から改正の分

第3種郵便物（天気が該当）

改正前1009までごとに6円

改正後509まで12円

28．5％増

22．9％増

　　　　　　　509をこえ509までごとに4円

　天気は従来，大会特別号を除き1部1009以内であっ

たものがその後増頁により1009をこえることになり毎

月号とも20円となった．

　学術刊行物（気象集誌，気象研究ノートが該当）

　改正一前1009までごとに10円

　改　正　後　　　　〃　　　15円

簡易書留料　50円が60円

速達料60円が70円
小包郵便料　相半多葎値上がりした・

昭和47年2月から改正の分

第1種定形郵便物259まで15円が20円

　　　　定形外郵便物　509まで25円が40円

第2種郵便はがき　7円が10円

この改正に

よる年間の

増加見込額

天気の場合
気象集誌の場合

一般通信費
　　　計

409，200円

106，200円

120，000円

635，400円
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　参考　3．改正額算定の考え方と算出の根拠

　「気象集誌」「天気」の印刷費および郵便料の値上がり

などの必要経費増と，「気象集誌」「天気」の増頁と内容

充実のための経費増を，A，B会員および団体会員（A，

B
、
）等がそれぞれ公平に負担するようにして算出した額

に，支部研究会への補助，奨励金の拡充，人件費増など

学会活動強化に必要な諸経費増を前項増額分1こ按分して

加算した．

印刷経費（編集費を含む）の新旧比較

種　別

気象集誌

天、　気

総　　計

改 定 後

区 別

印　刷　部　数
（84頁×1，900部）

年間　の　増頁
（100頁）

増刷（1回100部）

編 集

計

費＊

印　刷　部　数
（56頁×2，800部）

年間　の　増額
（100頁）

増刷（1回350部）

編　　集　　費＊＊

計

単　価

　　円
480，990

5，000

140

26，833

　　円
329，400

3，500

90

41，416

数　量

回
　6

頁
100
部

600
回
　6

　回
　12
　頁
　100
　部
4，200

　回
　12

合金額
　　　円
2，885，940

500ン000

84ン000

161，000

3，630，940

　　　円
3，952，800

350，000

378，000

497，000

5，177，800

亀8。亀7尉

現 行

区 別

印　刷　部　数
（84頁×1，900部）

年間の増額（50頁）

増刷（1回100部）

編 集

計

費

印　刷　部　数
（56頁×2，800部）

年間の増頁（50頁＞

増刷（1回350部）

編 集

計

費

総 計

単　価

　　円
409，100

4，000

100

18，500

　　円
280，200

3，000

60

37，200

数 量

回
　6

頁

50
部

600
回
　6

　回
　12
　頁
　50
　部
4，200

　回
　12

合金額
　　　円
2，454，600

増額分

431，340

200，0001300，000

60，000

111，000

2，825，600

　　　円
3，362，400

150，000

252ンOOO

447，000

4，211，400

　　　円
7，037，000

24，000

50，000

805，340

590，400

200，000

126，000

50，000

966，400

　　　円
1，771，740

．＊

理由

＊＊理由

ぺ＿ジ増に伴う経費と，新たに地方編集委員を委嘱し地方の意見を反映させる．

ぺ一ジ増に伴う経費と，支部活動を反映させるべく，地方編集委員を各支部1名づっ増員する・
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郵便料増加額の新旧比較

種　別

気象集誌

天　　気

一般通信
費

改 正 後

区　　別

郵　便　料

小包および
外国あて
その他（430
部）

　　計

郵　便　料

小包および
外国あて
その他（530
部）

計

事務連絡
そ　の　他

合 計

1回の
発送部
数

　部
1，000

　部
2，100

年間1年間の

の回総発送「単

数　部数
回

6

6

回

12

12

ヵ月

　12

　通
6，000

　　通
25，200

価

円

30

15ン000

円
201

10，000

27，500

合金額

改 正 前

区　　別

　　冊
180，000

90，000

270ン000

504，000

120，000

624．OOO，

一郵　便　料

小包および
外国あて
その他（430
部）

　　計

郵　便　料
1（普通号）

，洞（特別号）

小包および
外国あて
その他（530
部）

　　計

330，000

1，224，000

事務連絡
匿　の　他、

1回の
発送部
数

　部
1，000

　部
2，100

2，100

年間
の回
数

回

6

6

回

10

2

12

ヵ月

　12

年間の
総発送
部数

　通
6，000

　　通
21，000

4，200

単　価

円

20

7フ300

円

6

12

3，200

17，500

合金額

　　円
120，000

43，800

163，800

126ン000

50，400

38，400

214，800

210，000

588，600

増加額

円

106，200

円

409，200

120ン000

635，400

参　　考

気象研究
ノート＊

発送経費

郵　便　料

小包その他

　　計

総 計

　部
1，000

回

6
6

　通
6，000

　　円、

　　45

25，000

　　円
270，000

150，000

420，000

220，000

郵　便　料
1阿￥包その他
／

1　計
発送経費

1，864，000総

　部
1，000

回

6
6

　通
6，000
　円
　30
8，000

　　円
180，000

48，000

228，000

200，000

計1 1，016，600

円

192，000

20，000

847，400

＊ノートは送料を含めた価格で販売するので増加分はない

①　印刷経費と郵便料金の値上がりによる分

区別印刷経費郵便料鵜が鍵u部薄票

天　　気

気象集誌

　　円
966，400

805，300

　　円 　　　　円
409・20011・375・600

106，200！　911，500

　部1
3，150

2，0001

　　F

　円
436．70

455．75

　A会員に加算される額　天気の分436円　計436円

　B会員に加算される額　天気の分436円　気象集誌の

分455円計891円
　②　学会活動強化に伴う諸経費増による分

奨励金贈呈件数増

支部研究会への補助増

人件費の増

一般通信費の増

40

50，000円

250，000円

289，000円

120，000円

　計709，000円
　709，000円を上記①により，A会員に加算される436円

とB会員に加算される891円に按分すると次の額になる．

　A会員に配分される総額232，950円となり1人当124．

64円となる．

　B会員に配分される総額476，050円となり1人当272．

81円となる．

（計算）

　　　　　　　436円　．
709，000円×　　　　一
　　　　　　436＋891円

　　　　　　　891円
709，000円×
　　　　　　436＋891円

（総A会員数）

　1，869人＝124．64円

（総B会員数）

　1，745人＝272．81円

、天気”19．3．
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　①と②とにより

　A会員の割当額　436円＋124円＝560円を600円とし

　B会員の割当額　891円＋272円二1，163円を1，200円と

する．

　学生会員については，極力増額率を低くする主旨でA

会員18．2％，B会員20％とした．

　団体会員については，ほぽ通常会員と同率とし，外国在

住会員については外国郵便料を考慮して，50％増とした．

　通常会員　A会員の会費を600円（33．396）upとし，

　　　　　　1，800円＋600円＝2，400円

　　　　　　B会員の会費を1，200円（35．7％）upとし，

　　　　　　3，360円＋1，200円＝4，560円

　学生会員　A会員の会費を240円（18．2％）upとし，

　　　　　　1，320円＋240円二1，560円

　　　　　　B会員の会費を480円（20．0％）upとし，

　　　　　　2，400円＋480円二2，880円

　外国在住　A会員の会費を1，080円（50％）upとし，
　会員
　　　　　　2，160円＋1，080円＝3，240円

　　　　　　B会員の会費を1，800円（50％）upとし，

　　　　　　3，600円＋1，800円＝5，400円

　団体会員　A会員の会費を860円（34．4％）upとし，

　　　　　　2，500円＋860円＝3，360円

　　　　　　B会員の会費を1，720円（34．4％）upとし，

　　　　　　5，000円＋1，720円＝6，720円

　参考　4．改正による増収額内訳

　通常会員　A会員　　　600円　1，500人　　900，000円

学生会員

団体会員

外国在住
会員

参考

気　象

天

郵

奨　励

5．

便

B会員　　1，200円　1，050人

A会員
B会員
（A，B）

240円　　35人

480円　　　85人

860円　　836人

1，260，000円

　　8，400円

　40，800円

　718，960円

蚕贔議景鰍／計836人

（B会員）1，800円　　108人
（A会員なし）

合　計

増収額の使用計画額内訳

集

金

誌

気

料

増

支部交付金増

給与改善費

事務経費
合　　　　　計

1972年3月

　805，000円

　966，000円

　635，000円

　50，000円

　250，000円

　289，000円

　127，560円

3，122，560円

194，400円

3，122，560円
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　2．沖縄復帰に伴う措置について

　　1．　沖縄支部を置くことについて，

　　2．沖縄地区の理事の定数を1名とする細則の一部

　　　　改正について．

　　　細則改正案

　　　　細則第7条第1号中

　　　　「九州地区（山口県，福岡県，佐賀県，長崎

　　　　　　　　　　県，大分県，熊本県，宮崎県，鹿

　　　　　　　　　　児島県）…・…………・…・3名」を

　　　　「九州地区（山口県，福岡県，佐賀県，長崎

　　　　　　　　　　県，大分県，熊本県，宮崎県，鹿

　　　　　　　　　　児島県）………・…・……・……3名

　　　　沖縄地区（沖縄県）……………………1名」に

　　　　改める．

　なお，この措置は，沖縄の復帰の日（返還協定効力発

生の日）からとする．

　　　提案理由

　1．沖縄の復帰に伴い同地区の学会活動を活発にする

　　　ため，沖縄支部を設ける．

　　　同地区の会員数は，現在32名（3月1日現在）で

　　　あるが学会活動が活発となるにつれて会員も増加

　　　すると期待される．一方地理的な条件から見て支

　　　部を置く方が学会活動に好都合である．定款第3

　　　条に基づき本件を提案する．

　2．理事の定数は，その地区の会員数に応じ，地区ご

　　　とに定められている．沖縄地区については，1名

　　　の定数としたい．

　（参照）

　定款第3条．この法人は，総会の議決を経て，必要の

地に支部を置くことができる．

　細則第7条．理事および監事の選挙は次の方法によ

る．

　1．　各地区の理事の定数は，各地区の会員数に応じ，

次のとおりとする．ただし関東地区については，この法

人の事務の円滑な運営をはかるための定数を次のとおり

加算する．

　北海道地区（北海道）・………………・……………・2名

　東北地区（宮城県，岩手県，青森県，秋田県，山形

　　　　　　　県，福島県）………・・………・………2名

　関東地区（東京都，神奈川県，千葉県，茨城県，埼

　　　　　　　玉県，群馬県，栃木県，新潟県，富山

　　　　　　　県，石川県，福井県，長野県，山梨県，

　　　　　　　静岡県，愛知県，岐阜県，三重県）……10名

41
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加算分5名

関西地区（大阪府，京都府，滋賀県，和歌山県，奈

　　　　　　良県，兵庫県，鳥取県，島根県，岡山

　　　　　　県，広島県，香川県，愛媛県，徳島県，

　　　　　　高知県）…………・……・・……………4名

　　　　　　（山口県，福岡県，佐賀県，長崎県，大分

　　　　　　県，熊本県，宮崎県，鹿児島県）…3名

九州地区（山口県，福岡県，佐賀県，長崎県，大分

　　　　　　県，熊本県，宮崎県，鹿児島県）…3名

2．（以下省略）

5．奨励金受領者選定規定の一部改正について

，奨励金受領者選定規定第3号中「2件」をr原則とし

て3件」に改める．

　提案理由

　昭和45年度に奨励金制度をもうけて以来，奨励金贈呈

にふさわしい内容の申請が多数あつまり，その数が年毎

に増加しているので，その効果を一層高めるため奨励金

贈呈の件数を増加したい．

　（参照）

　奨励金受領者選定規定

　3．委員会は，応募された申請のうちから2件をえら

び，8月末までに選定理由書をつけて理事長に報告す

る．
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　　　　　　　　六舎行、事、予定表

1・会場気象庁講堂（東京都千代田区大手町1－3－4）
　　　　　　　（5月16日（火））

　　　　　　　気象大学校（千葉県柏市旭町7－4－81）

　　　　　　　（5月17日（水），18日（木），19日（金））

シンポジウム（気象庁講堂）

総会（気象庁講堂）

懇親会（気象庁第一会議室）

5月16日

　　　〃

　　　〃

（火）10：00～14：3q

　　14：30～17：00

　　17：30～

研究発表（気象大学校第1，第2，第3会場） 5月17日（水）．9：30～17：00

〃 5月18日（木）9：30～17：00

〃 5月19日（金）9：30～17：00

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

9．

10．

11．

12．

13．

大会委員長　伊 藤

　　　　　　　　総　　会　　次

　　　　　　　　　　　　炉開会の辞

議長選出
理事長挨拶

学会賞授与

藤原賞授与

昭和46年度事業経過報告

長期計画委員会経過報告

昭和46年度会計決算報告

　　〃　　会計監査報告

昭和47年度予算案，事業計画，予算審議

会費値上げに伴う定款の一部改正について

学会奨励金規約の一部改正について

沖縄に気象学会支部を設ける件について

第

博

14．其の他

15．気象学会賞受賞記念講演

16．藤原賞受賞記念講演

1972年3月 43
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研究発表および会場一覧表

（　）：座長

第　1会場
　午　　前
10．00～12．00

5月16日
　　　　午　　後（火）

　　　13．00～14．30

15．00～17．00

午　　前
9．30～12．00

5月17日
（水）　　午　　後

　　　13．OO～17．OO

午　　前
9．30～12．00

5月18日
（木）　午　　後

　　　13．OO～17．00

午　　前
9．30～12．00

5月19日
（金）　　午　　後

　　　13．00～17．00

シンポジウム

シンポジウム

総 会

総　　観　　気　　象
（矢　花　和　一）

第2会場 第　3会場

／－

、．．．／

．　／

、。／『
、／

／－／
／r

境
（花
　界　　　層
房　竜　男）

／／
－一一一

＿一一

雲　　　物　　　理
（武　田　喬　男）

総　　観　　気　　象

（東嚢　蓋）

力　　　　　　　学
（爪　生　道　也）

力　　　　　　　学

（襖轟突蘇）

力
（広　田

　学
勇）

境　　　界　　　層
（湾憲勲・隼）

雲　　　物　　　理

（糧蕾武邊）

境界層・大気汚染
（杉　浦　　　茂）

雲　　　物　　　理
（佐　粧　純　男）

大　　気　　汚　　染

（霜馨繁瑳）
大　　気　　電　　気

（些曙考蘇）

応　　用　　気　　象

（菊地原英和）

気　　　　　　　候
（高鷺正警）

測　　　　　　　器

（蕎漿臨）

放　　　　　　　射
（佐　藤　隆　夫）

放　射・超　高　層

（黒憲麦壷）

春季大会シンポジウム
rAMTEXの観測計画」

1．

2．

3．

4．

　日時第1日（16日）（火）10時～14時30分

　会　場　気象庁講堂

　司　会　曲田光夫，窪田正八，浅井冨雄

　話題提供

　1）山本義一（東北大理）：経過報告

　2）片山　昭（気研予報）：AMTEXの意義と目的

　3）光田寧（京大防災研）：CoreExperimentの内容

5．自由討論

44 、天気”19．3．
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研究発表題目
（発表時間15分以内）

大会第2日（25日）9時30分～12時

第1会場　総観気象座長矢花和一
101．大井正一，内山徳栄（気研予報）：成層圏天気図の

　　　解析（18）移動高・低気圧の構造

102．　山元竜三郎（京大理），岩嶋樹也（京大理），星合

　　　誠（愛知学院大）：ブ・ッキングの発現と準停滞性

　　　超長波の変動について

103．　二宮洗三，秋山孝子（気研予報）：梅雨前線帯の総

　　　観解析

104．　林　陽生（横浜国大）：梅雨前線に伴う雲の分布

105．　枝川尚資（京大防災研）：西播地区の集中豪雨に

　　　ついて

106．　後町幸雄（京大防災研）：台風7123号のときの鈴

　　　鹿山脈周辺の豪雨について

107．　八木，菊地，前田，由田，鴨志田，中島，田中

　　　（札幌管区）：北海道西岸の小低気圧の解析

108．・孫野長治，菊地勝弘，播磨屋敏生，遠藤辰雄，坂

　　　本洋和（北大理）：小寒冷気塊の海上流出による

　　　変質の観測（序報）

109．　山本純一，新田　尚（気象庁電計）：中間規模じ

　　　ょう乱の発生頻度について

第2会場　　境界層　座長　花　房　竜　男

201．内藤勲夫（緯度観測所），安田延寿（東北大理）：接

　　　地気層の乱流観測（1）

202．安田延寿（東北大理），内藤勲夫（緯度観測所）：接

　　　地気層の乱流観測（2）一変動量の3次モーメント

　　　の役割

203．　米谷俊彦，瀬尾琢郎（岡山大農研）：植物群落上で

　　　の風の乱れの特性について

204．藤田敏夫，本多庸浩（気研予報）：風速プ・フィル

　　　に及ぼす船体の影響について

205．光田寧（京大防災研），花房竜男，藤谷徳之助

　　　（京大理），米谷俊彦（岡山大農研）：海洋上にお

　　　ける乱流輸送量の観測（皿）

206．　近藤純正（防災センター）：微気象学的輸送係数を

　　　長期平均値に用いることの可否

207．　内藤玄一，藤縄幸雄，近藤純正（防災センター）：

　　　海上における風速変動の観測（皿）

第3会場　　雲物理　座長　武　田　喬　男

301．　斎藤利夫（気象大）：庶糖，ブドウ糖，果糖の水溶

　　　液中における氷晶の成長について

302．

303．

304．

305．

306．

307．

308．

309．

元木敏博（気象大）：希土類フッ化物の氷晶核能力

山下　晃（東大理）：三角形のく0001｝面を持つ氷晶

駒林　誠（気象大）：氷飽和に近い条件下で成長す

る雪結晶の形の計算機シミュレーション

権田武彦，小山芳男（東理大理工）：氷晶の成長習

性に及ぼす水蒸気の拡散

志尾　弥，林　重雄（北教大）：NH3ガス中で生

長する人工雪について

権田武彦，小山芳男（東理大理工）：高圧大気中を

自由落下する氷晶（一70C，水飽和の実験）

阿部成雄（防衛大）：不安定平衡領域における凝結

成長について

佐粧純男，徳植一弘（気研物理）：写真計測による

模型雪～雲粒間の衝突率決定法について

大会第2日（17日）13時～17時

第1会場　　総観気象　座長　斎藤　実，小沢　正

110．新田　勅（東京学芸大）吉崎正憲（東大理）：冬

　　　期，中国大陸および東シナ海にみられる4～5日

　　　周期のじょう乱について

111．新田　勅，南部昌敏（東京学芸大）：東シナ海でみ

　　　いだされた1．5日～2．0日周期のじょう乱について

112．三浦勇一（東理大理工）：下層収束域における熱エ

　　　ネルギーフラックスの対流輸送

113．　二宮洗三（気研予報）：メソ高層ネットワーク資料

1972年3月

　　　の客観解析のこころみ

114．　小元敬男，米谷恒春，八木鶴平（防災センター）：

　　　関東平野の北縁および西縁における雷雲の移動

115．米谷恒春（防災センター）：雷雨と下層大気

116．丸山健人，常岡好枝（気研予報）：南西諸島上空の

　　　じょう乱の強さの垂直断面

117．丸山健人（気研予報）赤道付近の4～5日周期のじ

　　　ょう乱による上昇流の計算

118．神子敏朗（東航）：東太平洋における熱帯低気圧に

45
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　　　ついて

119．渡辺和夫（気研台風）：弱い熱帯低気圧についで

120．荒井康（気研予報）：時間フィルターによるプラ

　　　ネタリー波の解析　　超長波の統計解析（第7

　　　報）一

121・巽　保夫（東管調査）：Local　Mapの客観的分類

　　　について

122．平沢健造（気象庁予報）：台風の気圧場と風場につ

　　　いて（第1報）

第2会場　　境界層　座長　蒲生　稔，内藤勲夫

208．　坂上治郎，加藤真規子，松崎純枝（お茶大理）：市

　　　街地における温度変動のスペクトル解析について

209．光田　寧（京大防災研），花房竜男，藤谷徳之助（京

　　　大理）：Planetary　boundary　laye廿こおける乱流輸

　　　送の研究（アナログデータ処理装置の応用その1）

210．　木名瀬亮，外山　昇，伊藤士郎，（NHK総技研）

　　　内藤恵吉，高橋克己（気研衛星）：川口NHK塔，

　　　沖縄放送塔，硫黄島・ラン塔による強風観測

211．　伊藤昭三（高層台）：大気境界層内のエネルギー消

　　　散率について

212．　横山長之，水野建樹，蒲生　稔，山本　晋，下形

　　　茂雄（公資研）：飛行機，係留気球，塔を用いた大

　　　気乱流の測定

213。　水野建樹，下形茂雄（公資研）：係留気球による乱

　　　流観測

214．　山本　晋，蒲生　稔，横山長之（公資研）：飛行機

　　　による乱流観測の補正方法

215。　蒲生　稔，山本　晋，横山長之（公資研）：飛行機

　　　による境界層上部の乱流観測

216．　佐橋　謙（岡山大教育）：簡易熱輸送量測定装置の

　　　試作

217．　千秋鋭夫，西宮　昌，赤井幸夫（電中研）：煙突を

　　　利用して設置した風速計の測定誤差

218．　北林興二（公資研）：加熱あるいは冷却された斜面

　　　上の風速分布（緩斜面）

219．　北林興二（公資研）：加熱あるいは冷却された斜面

　　　上の風速分布（急斜面）

　　　　　　雲物理　座長　山下　晃・権田武彦

　　　播磨屋敏生（北大理）：アラレのembryoと内部構

　　　造について（その2）

311．　山見信之，孫野長治（北大理）：過冷却水滴の凍結

　　　と氷片，雪結晶による氷晶発生

312．　高橋忠司（東大理）：凍結水滴の結晶構造

313．　梶川正弘（北大理）：氷の面に衝突する過冷却微水

　　　滴の反発現象について

314　岩淵武士・孫野長治《北大理）：凍結時の御水澗の

　　　荷電現象について

315．　遠藤辰雄，上野文男，孫野長治（北大理）：降雪に

　　　よる荷電凝結核の減少

316．　高木　昇，浜　昊一（気研応用）：雲水の分析結果

　　　から見た凝結核物質の考察

317　成瀬　弘（気研応用）：日光における雲粒核の観測

318．竹内丑雄（成践小）：降水中の化学成分の変動の要

　　　因について

319．　石坂　隆（名大理水研）：降水中の固体粒子の発源

　　　地について

320．　市村市太郎（気研台風），北川寿江（気研応用）：台

　　　風23号の通過に伴う氷晶核濃度の変化について

321．　田中豊顕（気研物理）：ポリビニー一ルアルコール膜

　　　による水滴の粒径測定法

322．　今　　久，周　　徳（北大理）：一斉に氷晶化した

　　　高積雲の観測

第3会場

310．

大会第3日（18日）9時30分～12時

第1会場　力学　座長　爪　生　道　也

123．　北出武夫（気研台風）：3次元セル状対流の数値モ

　　　デル（1）

124・　木村竜治（東大海洋研）：竜巻に似た渦の実験

125．　木村竜治，三沢信彦（東大海洋研）：ヒートアイラ

　　　イドの実験

126．木村竜治，山形俊男（東大海洋研）：回転水槽によ

　　　る順圧不安定波の実験

127．遠藤昌宏（東大海洋研）：西岸強化流の時間変動

　　　（1）一生成，定常状態一

46

128．　遠藤昌宏（東大海洋研）：西岸強化流の時間変動

　　　（2）一台風に対するレスポンスー

129．近藤洋輝（東大理）：積雲対流モデルの数値実験

　　　（中止）

130．　山岬正紀（気研台風）：条件付不安定大気中の対流

　　　（微小振幅の場合）

　　　　　　境界層，大気汚染　座長　杉　浦　　　茂

　　　武田京一・（九大農），・塩月善晴（山口大），早川誠

　　　而，清野　害谷（九大農）：風の頻度分布について

221．　宮田賢二（広島女子大），岡本雅典（広島大）：瀬戸

第2会場

220．

織天気”19．3．
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　　　内海の海陸風（皿1）

222．　横井武長（米子高専）：レーザービームの水平伝搬

　　　実験におけるスポットの大スケールのゆらぎにつ

　　　いて

223。　野本真一（東航台）：視程日変化調和解析

224．　野本真一（東航台）：視程の経年変動（皿）

225．　内藤恵吉，高橋克己，田端　功，横田良夫（気研

　　　衛星），久保時夫（気協会），伊藤文夫（日電）：

　　　PPI－RHI可能のライダーについて

226．　横田良夫，内藤恵吉（気研衛星〉：大気汚染ライダ

　　　ーの探知能力について

第5会場　　雲物理　座長　佐　粧　純　男

323．青柳二郎（気研衛星）青木経世，宮本泰男（東海大）

　　　：レーダーによる雲頂高度測定の誤差について

324．　柳沢善次，神林慶子（気研台風）：台風降雨帯の構

　　　造について

325．青柳　二郎（気研衛星）：’尾鷲降雨の上昇流活動に

　　　つし・て

326．藤原美幸，市村市太郎，柳瀬利子（気研台風）：低

　　　い雲からの豪雨の発生機構について

327．　武田京一，水文気象観測班（九大農）：降水粒子の

　　　形態変化に伴う粒度分布の特徴

328．　武田喬男（名大理水研）：過冷却雲への人工氷晶核

　　　のseeding：数値実験

329．礒野謙治，武田喬男，石坂　隆，岩坂泰信，松尾

　　　敬世，岡田菊夫，森山憲昭（名大理水研）『：1971年

　　　9月10日尾鷲集中豪雨の解析（その1）

330．礒野謙治，武田喬男，石坂　隆，岩坂泰信，岡田

　　　菊夫（名大理水研）：1971年9月10日尾鷲集中豪雨

　　　の解析（その2）

331．宮崎忠臣，国分里美，．滝沢延行（宇大工）レーダに

　　　よる栃木県地方の雷雲観測とその電算機処理

大会第3日（18日）13時～17時

第1会場　力学　座長　相原正彦，松野太郎

131．　浅井冨雄（京大理）：気団変質過程における積雲対

　　　流（1）

132．浅井冨雄，中筋　勲（京大理）：Ekman境界層流

　　　の安定性一不安定成層の場合一

133．　大西晴夫，浅井冨雄（京大理）：積雲対流のパラメ

　　　ーター化の比較（2）

134．　時岡達志（気研予報）：中間規模じょう乱に対する

　　　対流の影響（線型論）

135。　時岡達志（気研予報）：中間規模じょう乱の数値実

　　　験（ドライモデル）

136．　曲田光夫，西田圭子（気研予報）：下層大気の数値

　　　実験

137．荒川正一（気象大）：孤峯の周りの流れに関する数

　　　値実験

138．　吉門　洋，浅井冨雄（京大理）：海陸風循環の数値

　　　実験（皿）

139．増田善信，山下奎佑（気象庁電計）：メルカトール

　　　とステレオ投影をつなぎ合せた全球上のうず度方

　　　程式の数値積分

140．菊池幸雄（気象大）片山　昭（気研予報），滝川雄壮

　　　（気研予報）：MRI大循環モデルの計算スキーム

第2会場　　大気汚染　座長　伊藤昭三，粕谷光雄

227．　川村　清，葛城幸雄（気研化学）：八丈島大気中の

　　　気体状微量成分およびエー・ゾルの化学成分につ

1972年3丹

　　　いて

228．　粕谷光雄，杉浦　茂，河村　武（気象庁予報）：東

　　　京における光化学ス毛ッグ発生の総観気象条件

229．　粕谷光雄，河村　武（気象庁予報）：東京及びその

　　　周辺地域における光化学スモッグの局地気象解析

230．　杉浦　茂（気象庁予報）：東京における相対汚染濃

　　　度と亜硫酸ガス濃度との関係について

231．杉浦　茂（気象庁予報）：東京及び東京周辺の混合

　　　層高度の特性について

232．広瀬元孝（気研予報）：・局地風系の予報

233．武田京一（九大農），元田雄四郎（気協会），塩月善

　　　晴（山口大），早川誠而（九大農）：風旗による地上

　　　風流線解析

234．武田京一（九農大），元田雄四郎（気協会），塩月善

　　　晴（山口大），早川誠而（九大農）：拡散モデルによ

　　　る都市汚染について

235．　関　清宣（横浜地台）：気象的汚染源と気温較差図

　　　について

236．　関　清宣（横浜地台）：OX発生機構の気象的調査

237．　関　清宣（横浜地台）：高濃度OX発生気圧配置の

　　　特徴

238．　関　清宣（横浜地台）：OX被害発生の気象条件

　　　　　　大気電気　座長　池辺幸正，三崎方郎

　　　北川信一郎，木村啓造，鵜川哲則（埼玉大理工）：

　　　空電強度自記器に記録される関東甲信越地方の冬

第5会場

332．

47

∠



154

　　　季の雷放電（中止）

333．　仲野　黄（名大空電研）：雷放電の位置と雨域の関

　　　係

334．志尾　弥（北教大）：NH3氷及びHF氷と純氷と

　　　の摩擦電気

335．　竹内利雄（名大空電研）：1970／71冬の世界雷活動

336．三崎方郎，池上三和子，金沢五寿雄（気研高物）：

　　　パック・グラウンド汚染の目安としての南方海域

　　　における大気電気伝導率の測定結果

337．　菊地勝弘，遠藤辰雄，上野文男（北大理）：札幌に

　　　おけるエー・ゾル濃度と降水の電気伝導度の測定

　　　　　　　　　　　　　　　　　大会第4日（19日）

第1会場　　力学　座長　広　田　　　勇

141．　片山　昭（気研予報）：大循環モデルにおける陸地

　　　表面の取扱い

142．片山　昭（気研予報），Y．Mintz，荒川昭夫（UCLA）

　　　：季節変化の数値実験

143．　植村八郎（気象庁電計）：対流圏の変動とエネルギ

　　　ー変換について

144．戸松喜一（気研予報）：大気のエネルギーの収支

145．岩嶋樹也，山元竜三郎（京大理）：超長波の解析

　　　（第3報）

146．岩嶋樹也，山元竜三郎（京大理）：超長波に対する

　　　渦度方程式について（豆）

147．　山元竜三郎，岩嶋樹也（京大理）：大規模垂直運動

　　　を算定する一方法

148．　宮原三郎，沢田竜吉（九大理）：熱伝導が大気潮汐

　　　に及ぼす影響

第2会場　　応用気象　座長　菊地原英和

239．　山下邦博（消防研）：多発火災による旋風の発生に

　　　ついての模型実験

240．三寺光雄（気研応用），当舎万寿夫（気研台風）：ハ

　　　ビ・沢流域の雨量特性

241．荒川秀俊，東海大学理学部有志（東海大理）：騒音

　　　と森林

242．　畠山修三（気協会東海）：偏回帰分析と量的予報へ

　　　の応用

243．　片山功仁慧（東大医），籾山政子（気研応用）：日本

338．　大田正次，伊藤朋之（気研物理）：低濃度のサブミ

　　　ク・ンエーロゾルの測定法（パックグランドエー

　　　ロゾルの研究（1））

339．　大田正次，伊藤朋之（気研物理）：大平洋上のサブ

　　　ミクロンエー・ゾルの測定（パックグランドェー

　　　ロゾルの研究（2））

340．　池辺幸正（名大工）：Static方式によるサブミクロ

　　　ン粒子の粒径分布測定（1）解析法及び数値実験

341．　池辺幸正，石田健二（名大工）レスポンス行列法

　　　によるサブミク・ン・エア・ゾル粒径分布の解析

　　　（皿）測定結果

9時30分～12時

　　　における脳卒中死亡の季節変動の特性

244．籾山政子（気研応用），片山功仁慧（東大医）：死亡

　　　の季節変動に及ぼす人工気候の影響（第4報）

245．　菊地勝弘，播磨屋敏生，石川照高，足立俊三（北

　　　大理）：石狩平野における積雪分布の観測（その

　　　2）

第5会場　放射座長佐藤隆夫
342．青木忠生（東北大理）：水蒸気吸収帯の吸収特性

　　　（1）

343．青木忠生（東北大理）：水蒸気吸収帯の吸収特性

　　　（n）

344．

345．

346．

347．

348．

349．

350．

浅野正二（東北大理）：回転楕円体粒子による光の

散乱丑

藤本文彦（高層台）：エア・ゾルの日射吸収につい

て

山本義一，田中正之（東北大理）：浮遊煤塵による

地球の反射率の増加（豆）ガス成分の近赤外吸収

帯の効果を考慮した場合

会田　勝（東北大理）：オゾンの赤外吸収特性

嘉納宗靖，鈴木　正（気研高物）：窓領域の大気放

射について

山本義一・，田中正之，太田幸雄（東北大理）：浮遊

煤塵の太陽放射散乱吸収による大気の加熱につい

て

村井潔三，小林正治，後藤良三（気象高物）：大気

工一・ゾルの放射特性の測定

大会第4日（19日）13時～17時

第1会場　　気候　座長　吉野正敏，河村　武

149．　真鍋大覚（九大工）：水城の堤防決壊と古代の大風

　48

150． 正村史朗（名古屋市）：竹の開花の120年周期と干

ばつ，凶冷の120年周期にみられる気象学的，生

　　　　　　　　　　　　　　、天気”19．3．
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　　　物学的関係について

151．土屋　巌（気研総務）：山形県月山の万年雪につい

　　　て

152．上田　豊，樋口敬二（名大理水研）：南極白瀬氷河

　　　における雪氷気象学的調査

153．樋口敬二（名大理水研）：多年性雪渓の存在と気候

　　　条件

154．　藤井理行，樋口敬二（名大理水研）：富士山の永久

　　　凍土について

155．　中西　朗（新潟市立中野山小）：瓢湖の白鳥渡来総

　　　羽数と冬の気象

156．土屋　巌（気研総務）：緑地表面温度の赤外放射計

　　　による測定と都市気候学的解析

157．三井信男（日本大学明誠高）：関東地方における日

　　　最低気温分布と冬期気圧配置との関係（中止）

158．　中島暢太郎（京大防災研）：降雨の時間的変化の気

　　　候学的考察

159．　高橋正清（気象庁図書）：梅雨の気候学的研究

第2会場　　測器座長矢崎敬三，清水逸郎

246．矢亀紀一（小笠原計器）：自動平衡式精密ディジタ

　　　ル気圧計について

247．　阪本孝広（気象大）：空盒の温度特性

248．　中島正一（気象庁高層）：気球昇降機について

249．　北岡竜梅（気研）：日本の高層観測における気圧高

　　　度の問題，その1温度測定結果からの考案

250．　乳井鉱一（高層台），桑名十郎（気象庁高層），松崎

　　　武四郎（高層台），井部良一く高層台）：日本の高層

　　　観測における気圧高度の問題，その2写真経緯儀

　　　観測および沸点気圧計観測の比較からの考察

251．　吉住禎夫，北岡竜海（気研）：日本の高層観測にお

　　　ける気圧高度差の問題，その3エコー方式とゾン

　　　デ方式との異常高度差の解析

252．　乳井鉱一（高層台），倉茂周芳（明星電機），桑名十

　　　郎（気象庁高層）：日本の高層観測における気圧高

　　　度の問題，その4加速度計ゾンデによる大気の加

　　　速度の観測

253．　田平　誠（愛知教育大），山元竜三郎（京大理）：大

　　　気中のインフラソニック波の観測（豆）

254．　礒野謙治，岡田菊夫（名大理水研）：不均質汚染大

　　　気の視程について（1）

　　　　　　放射・超高層　座長　田中正之，村松久史

　　　佐藤隆夫（長崎大）：通過空気質量を求めるIn－

　　　terpolationの式

352．　佐藤隆夫（長崎大）：傾斜面の一日間直達日射量の

　　　プログラム

353．　佐藤隆夫（長崎大）：上空における散乱光）q皿（日

　　　出没のとぎ）

354．　佐藤隆夫（長崎大）：火星大気の一次散乱

355．池上比呂志，北村正亟（気研高物）：宇宙線各種成

　　　分と高層気象要素との相関

356．　村松久史，経塚　貢（気研高物）：成層圏における

　　　オゾンの日変化・季節変化

357．　原田　朗（気象庁産気）：成層圏におけるC－14濃

　　　度の変動と大気の運動について

358．　川平浩二（京大理）：定常プラネタリー波の季節変

　　　化

359．川平浩二（京大理）：プラネタリー波の上方伝幡と

　　　光化学反応

360．堀井晴雄，岩坂泰信（名大理水研）：中間圏での

　　　CO215μ線のCooling　rateの計算

361．広野幹彦（新潟大工）：他分子との衝突によるCO

　　　の半幅値

362．岩坂泰信，堀井晴雄（名大理）：上部中間圏および

　　　下部熱圏におけるCO2分布

第5会場
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研　究発　表　要　旨

第　1会　場

101」　大井正一，内山徳栄（気研予報）：成層圏天気図の

　　　解析（18）移動高・低気圧の構造

　斎藤（1962）はζ，ω等による物理的な総観解析の必

要を述べ，Geb（1970）は認識論の立場から，気団論と

前線論の統一の必要を述べ，Th廿ne（1971）は解析とモ

デルの統一的発展の必要を述べている．本研究はこれら

の立場に立って一つの移動学と低気圧の物理量による立

体イメージ確立のために行なわれるもので，日本の高層

観測網を三角網に分け，11層の実測図と温度から，断熱

法により上昇流，収敏，うず度，熱輸等を求めた．

102・　山元竜三郎，（京大理），岩嶋樹也（京大理），星合

　　　誠（愛知学院大）：ブロッキンゲの発現と準停滞性

　　　超長波の変動について

　準停滞性超音波の振幅の日々の変化を抽出する解析方

法（岩嶋・山元〔1971〕）を，1968年2月および3月の

北半球中・高緯度の対流圏に適用した．波数3と4の準

停滞性超長波の振幅増加および両者の位相の地理的一致

が，3月上旬東大西洋でのブ・ッキング発現と密接に関

連していることが明らかとなった．

105．　二宮洗三，秋山孝子（気研予報）：梅雨前線帯の総

　　　観解析

　梅雨期の総観場・雲量分布の解析は村上，斉藤，朝

倉，荒井等によってなされているが，下層ジェット，南

側の収束，湿舌，中層の温暖域などによって特徴づけら

れる梅雨前線帯の構造とその変化に着目して，梅雨前線

帯近傍の総観場の状況と変化をより詳細に記述するの

が，この報告の目的である．

　このため1968年6月15日一7月25日の期間について，

前線帯近傍の雲量分布，降水量分布，水蒸気フラックス

分布とその変動などについて報告する．

104．　林　陽生（横浜国大）：梅雨前線に伴う雲の分布

　1970年6月中旬に日本上空を通過した梅雨前線に伴う

雲バンドについて，気象衛星，ラジオゾンデ，レーダー

等の資料をまとめ，“前線に伴った雲分布のモデル”を

考えた．そしてさらに，このモデルと地上から同一時期

に撮影した雲写真を比較した．

　モデルの各部分が地上から見るとどの様に見え，梅雨

前線の通過に伴い，いろいろな気象要素が対流圏内にお

いてどんな数値を示したかを述べる．

50

105．　枝川尚資（京大防災研）：西播地区の集中豪雨につ

　　　いて

　1971年7月18日相生を中心とする非常に狭い地域に

200mm／dayに達する集中豪雨が発生した．18日は西日

本の上層にcold　vortex，下層に湿舌が侵入して大気の

状態が不定定であり，その不安定域内に二つの顕著なメ

ソじょう乱が検出された．総観解析，メソ解析から総観

場の特徴およびメソじょう乱と集中豪雨の発生した時

間，場所との関係について述べる．

106．　後町幸雄（京大防災研）：台風7123号のときの鈴鹿

　　　山脈周辺の豪雨について

　1971年8月30日午後台風23号が四国の南岸を北東に進

んでいる間，その中心から200km以上離れている鈴鹿山

脈付近に豪雨があり，日雨量の最大は600mmを越え，

時間雨量の最大は100mm程度であった．レーダー・エ

コーおよび雨量解析により，山岳の影響と考えられる強

雨帯と，台風にともなうレイン・パンドと考えられる強

雨帯とがかなり明瞭に区別され，最大雨量観測地点にお

いて両者のもたらした雨量はほぼ同程度ではないかと思

われる．豪雨時における雨量強度と風速との相関は，平

地よりも山岳地で極めて高かった．

107．　八木，菊地，前田，由田，鴨志田，中島，田中

　　　（札幌管区）：北海道西岸の小低気圧の解析

　北海道西岸地方に大雪をもたらす気圧配置型の一つ

に，小低気圧型と呼ばれるものがある．これらの小低気

圧の多くは，局地天気図などで見ても周囲よりせいぜい

0．5～1mb低い閉曲線がかける程度であり，その存在に

疑問をもつ人々も少なくない．しかし一例ではあるが，

臨時観測点を設けて得られた資料（46年2月23～24日）

を解析した結果，あるタイプの小低気圧は確かに存在す

ること，およびそのおおよその水平構造（直径，気圧分

布，温度分布，発散量分布）を知ることができたので報

告する．

108．孫野長治，菊地勝弘，播磨屋敏生，遠藤辰雄，坂

　　　本洋和（北大理）：小寒冷気塊の海上流出による変

　　　質の観測（序報）

　1972年1，2月に石狩平野から早朝に石狩湾に流出す

る気塊の変質と雪の発生状況を種々の手段で観測した．

流出気塊の高さは2～400m，気温は一11。C（海水温は

、天気”19．3．



＋2。C前後）の時に汀の直ぐ近くから蒸気露が発生し，

手稲山頂から写真撮影したところでは，組織化された小

積雪の集合体のように見える．雲頂は200mくらいと見

積られる．また陸地は吹出しで上空は海上からの吹吸み

のある場合には，降雪中にも蒸気霧が観測された．

109．山本純一，新田　尚（気象庁電計）：中間規模じょ

　　　う乱の発生頻度について

　1966年から70年までの5年間について，次の基準をほ

ぼ満たす中間規模じよう乱の日本付近での発生頻度を調

べた．（基準）波長が2，000kmかそれ以下，対流圏下層

にみられる，地面付近の局所低気圧でない，850mb付

近の等温線の集中帯上に発生する．（結果）発生数は5

年平均でみると1年の前半に多く，後半に少ない．しか

し月毎にみると年々の変化が大きいが，それは大気大循

環の違いによるらしい．即ち，帯状流が卓越する年に多

く，移動性長波が発達する年には少ない（長波の低気圧

が発生）．空間分布の特長についても述べる．

110．　新田　勅（東京学芸大）吉崎正憲（東大理）：冬

　　　期，中国大陸および東シナ海にみられる4～5日

　　　周期のじょう乱について

　昨年秋の学会で，新田，南部は1968年2月，中国大陸

および東シナ海にみられる4～5日周期の変動の特性を

スペクトル法を用いて示した．今回は中国大陸から東シ

ナ海にかけて3つのブ・ックに分け上昇流，発熱量を計

算し，これらの量と風，温度の時系列のデータにband－

passnlterを通して各ブ・ック毎の平均的構造を求め

た．さらに風　温度，上昇流，発熱量の東西垂直断面

図，500mbの天気図からじょう乱の発達のメカニズム

についても調べた．次に収支解析より海面からの熱補給

量を求め，Bulk法から求めた値と比較した．

111．新田　勅，南部昌敏（東京学芸大）：東シナ海でみ

　　　いだされた1．5日～2．0日周期のじょう乱について

　1968年2月のデータを用い，東シナ海の東域に現われ

る短周期，短波長のじょう乱に注目して，スペクトル解

析及び総観解析を用いてその特性と平均的構造を調べ

た．この’じょう乱はV（風の南北成分）に顕著に現わ

れ，周期は1・5日～2・O日，波長は約2，000kmである．ト

ラフの軸は上方にやや西に傾き，トラフの所及びその前

面で上昇，温暖である．リチャードソン数をみつもると

1ケタの値であり，このじょう乱はリチャードソン数の

小さい大気中に発生した傾圧不安定波であると思われ

る．その他に熱収支解析，水蒸気の収支解析についても

報告する．
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112．　三浦勇一（東理大理工）：下層収束域における熱エ

　　　ネルギーフラックスの対流輸送

　積雲対流群に伴う運動量の対流輸送が中規模じょう乱

との相互作用のもとに如何なる機構によって行なわれて

いるか未だ議論の余地があるが，これと対比して，熱工・

ネルギーフラックスの対流輸送を前回運動量の対流輸送

を求めたのと同様な方法により，熱エネルギー収支の残

差として計算を行なった結果，中規模収束．発散量と熱

エネルギーフラックス対流輸送量の収束，発散量との間

には，運動量対流輸送とほぼ同様な輸送形式が見られ，

組織的な熱エネルギー輸送が行なわれていることが判明

したので報告する．

115．　二宮涜三（気研予報）：メソ高層ネットワーク資料

　　　の客観解析のこころみ

　メソネットワークの高層観測の解析には，次の点が問

題となる．（1）ゾンデのdrift，（2）時間のづれ，（3）時間変

化と水平の傾度のconsistency．ここでは，（1）driftを考

慮する，（2）時間のずれは，解析時刻にref6rしてゾンデ

の位置をじょう乱に相対的に動かす，（3）時間のずれを

“重み”に考慮する，　ことなどによって最も単純な客観

解析を行なう．解析例は1967年5月28日のNSSLメソ高

層ネットワーク内部の雷雨である．結果をFankhauser

（1969）の詳細なmanua1解析と比較する．

114．　小元敬男，米谷恒春，八木鶴平（防災センター）：

　　　関東平野の北縁および西縁における雷雲の移動

　関東平野の雷雨の多くは，北部および西部山岳に発生

する雷雲に伴う．そこで平野の縁における雷雲の発達や

移動の様子をレーダー観測により詳しく調べてみた．そ

の結果，よく知られているように，雷雲は大体において

対流圏の垂直平均風ベクトルに対して右に偏って移動す

るが，偏向角は一定していないことがわかった．この現

象は，ほぼ同一時刻に現われたほぼ同じ大きさの雷雲の

間にも見られる．また山岳地帯においては，エコーが谷

線および稜線に沿って移動する傾向のあることが確認さ

れた．これらの点について検討してみた．

115．米谷恒春（防災センター）：雷雨と下層大気

　館野9時のサウンディングにより，北関東における雷

雨日の大気状態を調らべた．1次元対流雲モデルにより

上昇速度を求め，これの最大値と雷雨の発生とを結びつ

けた．ところが最大上昇速度が10m／sを越えた日が雷雨

日となる確率はO．5であった．

　次に下層大気の安定度を求めたところ，雷雨発生日の

それは悪く，非雷雨日のは良かった．
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　また雷雨日のうち，ひょうを伴った日と伴わなかった

日とでは，下層大気の水蒸気量に違を認めることができ

た．

116．丸山健人，常岡好技（気研予報）：南西諸島上空の

　　　じょう乱の強さの垂直断面

　南西諸島上空のじょう乱について，1967年7月から

1968年6月までの1年間を3か月ごとにわけて周期分析

によりしらべた．石垣島・嘉手納・名瀬・鹿児島・福岡

をむすぶ線上で，じょう乱のスペクトルをいくつかの周

期帯にわけ垂直断面をつくった．冬季において10日以下

の周期のVの変動が，南西諸島上空ては900～850mb付

近で強く，500mb付近で弱く，300mb付近で，ふたた

び強くなるのに対し，九州上空では中層の極小がみられ

ず，上層にいくほど強くなっていることが注目される．

117．丸山健人（気研予報）：赤道付近の4～5日周期の

　　　じょう乱による上昇流の計算

　1967年2～4月のライン諸島実験のデータを用いて，

対流圏下層の4～5日周期のじょう乱に注目し．これに

ともなう上昇流を計算してみた．計算は，荷重移動平均

により，4～5日周期のじょう乱を分離し，西進定常波

をみなして時間列を東西方向におきかえることによりお

こなった．25mbごとの各層の発散量は層ごとにかなり

の変動がみられるが，積み上げていくと，上昇域と高湿

度・降水域との対応がみられた．なお衛星写真との対応

をつけるのは因難であった．

118．　神子敏朗（東航）：東太平洋における熱帯低気圧に

　　　ついて

　気象衛星資料の蓄積とともに東太平洋における熱帯低

気圧の状況はかなり明確になりつつある．熱帯性低気圧

がもっとも発達する区域はメキシコ西岸から西経120度

当りまでで西進とともに急激に衰弱するといわれてい
る．

　しかし1970年のLorraineとMaggieは西経120度を

越えてからもっとも発達した．この間のいきさつを明ら

かにするため，環境解析を行ない日々の変化は特に安定

示数のパターンとその移動に関係することを示す．

119．渡辺和夫（気研台風）：弱い熱帯低気圧について

　弱い熱帯低気圧は台風に発達する前段階の渦である

が，これまではあまり調べられて来なかった．気象衛星

が地球上に発生している雲の状態を毎日観測してくれる

ようになって初めてこの研究が可能になったといえよ

う．昭和42，43年の2か年について，弱い熱帯低気圧が

発生する状況，地域特性，海面温度との関係等を全球的

52

に論じる．

120．荒井　康（気研予報）：時間フィルターによるプ

　　　ラネタリー波の解析一超長波の統計解析（第7

　　　報）

　500ミリバール面上でのプラネタリー波の変動を，時

間フィルターを用いて種々の週期的変動に分け，それぞ

れの変動について，振幅と位相速度の特性を解析した結

果を報告する．

121．巽　保夫（東管調査）：Local　Mapの客観的分類

　　　について

　1966年12月～67年2月，67年12月～68年2月の169日

について東管内34地点の9時の海面気圧を用いて，中部

関東地方Local　Mapの客観的分類を試みた．分類法に

ついては，野本真一・巽保夫（1971）J．Met．soc．Japan，

49－6参照．この客観的分類によって，解析的に考えて

も実在しうると考えられるいくつかの異なったMapの

Typeが検出された．また各Type間の差違をくわし

く（量的に）調べるために，各Typeについて，二次

元調和解析を用いて波数分析を行なった．

122．平沢健造（気象庁予報）：、台風の気圧場と風場につ

　　　いて（第1報）

　台風の気圧分布は台風の構造特に渦度分布に関係が深

く，本邦に来襲する台風をこの観点から大別すると，3

つの型に分類でぎることがわかった．本報では，北較的

資料の豊富な硫球付近のデーターにより，各型の気圧分

布のモデルを作るとともに，これらのモデルを使って風

場の予報を行なう方法において述べる．

　気圧場と風場が対応しない場合は，台風と寒気団が接

触した場合が大部分であるので，その基本的なモデルを

作るとともに，いくつかの実例において述べたい．

123．　北出武夫（気研台風）：3次元セル状対流の数値モ

　　　デル〔1〕

　3次元のBenard型対流の性質を調べるため3重フー

リェ級数を用いた数値時間積分モデルを作った．

　Benard型対流の線形固有解は縮退しておりpref6rred

なcell　shareはnon－linear項を考慮することなしには

得られない事が知られている．そこで，このnon－1inear

spectral　mode1を使って，3次元の微小なperturbation

から，どのようなshareを持った．対流が生ずるかを

調べ，その結果を報告する．

124．　木村竜治（東大海洋研）：竜巻に似た渦の実験

　熱対流と収束を伴う循環流の相互作用によって，竜巻

に似た渦ができる事が見出されたので，その流れの構造

、天気”19．3．一



について報告する．

　直径10cm，高さ10cmの円筒容器に水を満たし，容器

上面を回転させて水面をひきずることにより循環流を作

る．この時，遠心力の作用によって，中心部で上昇，周

辺部で下降する流れが生じる．同時に容器下面を加熱す

ると，あたためられた水は容器中央部に集中して，下層

に強い上昇流を持つ渦が形成される．この渦はライフサ

イクルを持ち，外見は竜巻に似ている．

125．　木村竜治，三沢信彦（東大海洋研）：ヒートアイラ

　　　ンドの実験

　島をとりまく風，平野部の都市をとりまく風のよう

に，安定な成層でかつ鉛直シアーを伴う流れの下面が局

部的に熱せられたときに生じる流れの場の構造を室内実

験によって調べるのが目的である．外径35cm，内径20

cm，高さ4cmの円筒容器に水を満たし，容器上面を回

転させて水面をひきずり，鉛直シアーのある流れを作

る．また容器の上面を加熱し，下面を冷却して安定な成

層を作る．さらに下面の一部を加熱すると，局部的に上

昇域ができるが，流れのために対流セルは変形を受け

る．流れの場を水に分散させた中立粒子の写真から調べ

る．

126．　木村竜治，山形俊男（東大海洋研）：回転水槽によ

　　　る順圧不安定の実験

　水を入れた円筒容器を軸のまわりに回転させ，さらに

水面を別の回転数でまわるリングでひきずると，回転流

体層の中にジェットができる．テイラー・プラウドマン

の定理により，流体内部のジェットは，ほぼ二次元的で

ある．リングと円筒容器の回転数の差が，大ぎくなる

と，ジェットは不安定になり，規則的な波数をもった，

波形の流れになる．波数は，回転数の差が大きくなる

と，減少する．この流れの場の不安定性を調べ，順圧不

安定波の線型理論と比較する．

127．　遠藤昌宏（東大海洋研）：西岸強化流の時間変動

　　　（1）　　生成，定常状態

　1971年秋の異常潮位に見られる様な大規模な海面水位

変動や紀州・遠州灘沖の冷水塊の生成と台風の関係，又

黒潮との関連を調べる為に数値実験を行なった．順圧渦

度方程式を適当な初期値のもとに時間積分した．その結

果，海底地形が平担な場合，Reynolds数が（質量輸送

／渦動拡散係数）35の時は約100日で定常状態に達し

た．Reynolds数が350の時は200日位から西岸でのjet

流が不安定を起こしてその化側で渦が発生する．一様な

スロープの大陸斜面がある時，Reynolds数＝35の場合，
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やはり100日位で定常状態に達し，流軸は北へ行くに従

い沖合へ出る．

128．　遠藤昌宏（東大海洋研）：西岸強化流の時間変動

　　　（2）　　台風に対するレスポンスー

　（1）で得られた定常的な西岸強化流を初期値にして，標

準的な台風（最大風速27．4m，半径100km）を一定の速

度（北向き250km／day）で，南の境界より500kmの位置

より沿岸に平行に通過させて，黒潮のレスポンスをみ

た．その結果，黒潮に対する影響は，台風の中心の沿岸

からの距離によって大きく異なる事がわかった．特に，

台風が沖合150kmを通過する時には，大陸棚斜面上に反

時計回りの渦が生じる．この渦は，つぎつぎと斜面にそ

って位相速度約3．5m／secで，沿岸を右にみて南進して

いく事が明らかになった．

129．　近藤洋輝（東大理）：積雲対流モデルの数値実験

　積雲の上昇域のまわりに，流体粒子とともに移動する

material　surfaceをもつ中間領域を考えたモデル（一昨

年秋の学会で報告）では，積雲は定常的にもならず，又

1ife　cycleを生じないで，一方的に発達する傾向があ

る．今回は，雲に対応する飽和域の導入について考察し

なおし，又積雲群に扱うためのモデルとしての有効性を

調べるために数値計算した結果を報告する．

150．　山岬正紀（気研台風）：条件付不安定大気中の対流

　　　（微小振幅の場合）

　この問題に対する研究としてはKuo（1961，1965）

がある．しかしKuoは上昇域と下降域の境界における

温度傾度の連続条件を用いていないので非現実的であ

る．今回の報告の第1の目的は，この連続条件を用いる

と上昇域の大きさが曽意的に決まることを示す．また

Kuoは発達率が0となる場合を論じたが差分法を用い

ることによって発達する場合の対流の性質を調べること

が第2の目的である．基本場（垂直安定度）は垂直流の

符号に依存するから通常の線型問題とは異なっている．

従って初期値問題として扱ったらどうなるかが第3のポ

イントである．

131．　浅井冨雄（京大理）：気団変質過程における積雲対

　　　流（1）

　冬期，大陸上の寒冷な気団が暖かい海洋上を吹走する

時，海洋から大気へ多量の熱と水蒸気が補給される．大

気下層は不安定化し対流が発生しやがて積雲が発達す

る．対流に伴う熱や水蒸気の鉛直輸送，水蒸気の凝結に

よる潜熱の解放は急速に気団を変質させる．このように

対流は気団変質過程においてかなめの役割を果すことが
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期待される．ここでは対流機構を含む若干の気団変質モ

デルについて検討し，積雲対流のモデルヘの導入に伴う

問題点を論ずる．

152．浅井冨雄，中筋　勲（京大理）：Ekman境界層流

　　　の安定性　　不安定成層の場合

　線型理論にもとづいて不安定成層をもつEkman境界

層流の安定性を考察する．この場合，境界層流不安定と

熱的不安定（対流）が発現し，Richardson数によって

それぞれの型の不安定の卓越領域が区別される．両者と

も，不安定度を大きくすると不安定化し，粘性や回転に

よって安定化する．位相速度は境界層流不安定の場合に

はじょう乱の軸に直角な方向の基本流の変曲点の速度と

ほぼ一致し，熱的不安定の場合には上層の流れに対応す

る．前者は主に基本流の運動エネルギーから，後者は主

に位置エネルギーからそれぞれエネルギーを獲得してい

る．

133．　大西晴夫，浅井富雄（京大理）：積雲対流のパラメ

　　　ーター化の比較（2）

　大規模運動に及ぼす積雲対流の効果のパラメーター化

には種々の方式が提案されている．それらの方式の特徴

を比較するための若干の試みについては既に報告した．

今回は引き続きCISKと対流調節法を同一の数値モデル

（2次元線型プリミティブ方程式系）に適用してそれら

の特徴を調べる．ここでは潜熱の解放量とその鉛直配分

比，初期じょう乱の波長によるそれらの差異等に着目す

る．

134．　時岡達志（気研予報）：中問視模じょう乱に対する

　　　対流の影響（線型論）

　リチャードソン数の小さな傾圧流体中で生ずる対流活

動が，その加熱作用及び運動量の垂直混合作用によって

中間規模スケールのじょう乱にどういう影響を及ぼすか

という事を定性的に調べるために，線型モデルで調べて

みた．対流活動と中間規模じょう乱のむすびつきについ

ては，大山（1964）等のアイデアをそのまま採用し，下

層のエクマン収束によって，加熱作用・運動量混合作用

が制御されるとした．どちらの作用もじょう乱の南北ス

ケールをかくさせる働きがあるが，特に加熱作用の効果

が注目される．

135．　時岡達志（気研予報）：中間規模じょう乱の数値実

　　　験（ドライモデル）

　チャンネル流の中でドライモデルを用いて行なった中

間規模じょう乱の数値実験について述べる．ドライモデ

ルを用い，しかも成層を悪くさせたためにやや非現実的
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な点があるが，次の事が言える．

　初期に領域内に対流不安定の所が存在した場合に，通

常の傾圧波と性質の異なった中間規模じょう乱が組織化

される．この組織化に当たっては，対流調節による加熱

が主たる役割を演じている．

　この他に比較のために行なったいくつかの積分結果に

ついてもあわせて述べる．

136．　曲田光夫，西田圭子（気研予報）：下層大気の数値

　　　実験

　大気下層におけるsmall　scaleのじょう乱を数値実験

によって再現するに当たっての諸問題を検討する．境界

層の取り扱い，地表温度の決定，凝結高度の決定，地形

の影響等について数値実験を行なう立場から検討する．

157．荒川正一（気象大）：孤峯の周りの流れに関する数

　　　値実験

　山に気流が当たるとき，それはどのような流線をもっ

て越えるであろうか．この問題に関して数値実験を試み

た．

　基本的パラメータとして，一般流の強さと静的安定度

を選び実験を遂行した．その結果として，一般流が弱い

ほど，静的安定性がよいほど，山を回る気流が卓越する

ことなどを示す．またこれの応用としてフェーンとボラ

に対する新しい解釈を提唱する．

138．吉門　洋，浅井冨雄（京大理）：海陸風循環の数値

　　　実験（II）

　前回，海陸風循環に関する数値モデルを設定し，若干

の実験を試みた．海陸風循環では熱や運動量の乱流鉛直

輸送が大きな役割を果たすので，ここでは主として乱流

輸送の定式について検討する．乱流輸送の定式として，

Estoqueの海陸風モデルにおける方式を含む代表的な数

値を選び，それぞれの数値積分の結果を比較する．各点

の風と温度の場から乱流拡散係数を算出する方式では，

成層パラメータに再検討の必要があることがわかった．

139．増田善信，山下奎佐（気象庁電計）：メル力卜一ル

　　　とステレオ投影をつなぎ合せた全球上のうず度方

　　　程式の数値積分

　全球上の大気の数値積分を行なうのに適した方法とし

てPhillips（1959）が提案したメルカトールとステレオ

をつなぎ合せる方法を，六角メッシュを用いる差分方式

に発展させた．手始めとして，非発散パ・ト・ピックう

ず度方程式の数値積分を行なった結果を報告する．

　Haurwitz（1940）がとり上げた厳密解の分っているパ

ターンについて10日予報を行なったが10日後も波の変形

、天気”19．3．



はほとんど生じなかった．

140．菊池幸雄（気象大），片山　昭（気研予報），滝川雄

　　　壮（気研予報）：MRI大循環モデルの計算スキー

　　　ム

　われわれのグループでは，大気大循環の数値シミュレ

ーション用に，3層全球プリミティブ・モデルをつくる

計画をしている．用いられる基礎方程式の数値解を求め

る計算方式は，いろいろな大循環研究グループで夫々異

なっているが，われわれの計算方式も他のグループとは

違った特徴を持っている．

　今回は，外力なしの場合について，基礎方程式を長時

間にわたって積分し，その結果得られたモデル大気の運

動の諸性質を解析し，計算方式の妥当性を検討した．

141．片山　昭（気研予報）：大循環モデルにおける陸地

　　　表面の取扱い

　陸地表面層の熱収支に重要な影響を与える要因とし

て，積雪の有無によるアルベードの変化と陸地表層の含

水量の変動による蒸発量の変化が考えられる．少し進め

た大循環モデルは少くとも上の2つの効果を考慮する必

要がある．ここでは，積雪量・陸地表層の含水量及び地

表温度の予報方式及び蒸発量の推定方式につきのべる．

これは，すでにUCLAの3層湿潤モデルに導入され検

討中のものである．

142．片山　昭（気研予報），Y・Mintz，荒川昭夫（UCL

　　　A）：季節変化の数値実験

　UCLAの2層湿潤モデルを用いて3年間にわたる季

節変化の数値実験が行なわれた．このモデルでは，陸地

表面からの蒸発を土壌含水量の関数として求め，また積

雪領域の季節変化（平年の状態）も一・応考慮されてい

る．海水温の分布を年平均値に固定したにも拘らず，海

面気圧の全球分布の季節変化の特徴は非常によくシミュ

レートされた．しかし，年年の変動は非常に小さく，現

実の大循環にみられる年年の変動は，ここで考慮しなか

った海水温や積雪領域などの年年の変化に依存するので

わなかろうかと推論される．

143．植村八郎（気象庁電計）：対流圏の変動とエネルギ

　　　ー変換について

　対流圏の中層における大規模な波の運動エネルギーと

エネルギー変換についてはすでに報告したが，今回は上

層および下層についてのものを述べる．波の運動エネル

ギーの日々の変動に関与しているエネルギー変換には対

流圏の上層・中層と下層で特徴があることがわかった．

144・戸松喜一（気研予報）：大気のエネルギーの収支

1972年3月

161

　1964年10月一1965年9月の1年間（2日欠測），1000

mbより10mbまで10層の北半球資料にもとづぎ，エネ

ルギーの4成分Az，AE，Kz，KE，エネルギー変換量

／Az．AEl，〈AE．KE／，〈Kz．KE｝，〈Az．Kz／および

　　　　　　　　1　2　一気圧干渉頂く一喜あ（ωノφノ）を計算した．今回はこれら

の項の10層による月々の変動，エネルギー・サイクルの

季節変化，年平均の分布についてのべる．これまで調査

されたW廿n－Nielsen，Oort等の解析結果と比較・考察

する．

145．岩嶋樹也，山元竜三郎（京大理）：超長波の解析

　　　　（第3報）

　超長波を，幾つかの時間フィルターを用いて，準停滞

部分と移動部分に分離する方法を前報で提示した．

　今回は，その方法を，1967年11月1日～1968年2月29

日の成層圏（10，30，50，100mb）の各高度場を温度場

データに適用し，準停滞部分と移動部分各々の水平構造

および垂直構造と移動速度について調べた結果について

述べる．

146．岩嶋樹也，山元竜三郎（京大理）：超長波に対する

　　　渦度方程式について（II）

　前回には，波数空間におけるスペクトル形渦度方程式

の各項の大きさを，1968年1月の対流圏上層（300mb），

下層（850mb）の各daily　dataを用いて算定し，「相対

渦度の非線型移流項が，スケールアナリシスによって示

されているものに比べて，かなり大きい」こと，「時間

変化項も無視しえぬ」ことなどを示した．

　今回は，さらに，成層圏（10，30，50，100mb）突然

昇温期前後の期間（Nov．1，1967－Feb．29，1968）の

データを用いて，超音波の準停帯・移動両部分に対する

渦度方程式の各項の大きさを算定した．その結果につい

て述べる．

147．　山元竜三郎，岩嶋樹也（京大理）：大規模垂直運動

　　　を算定する一方法

　大規模垂直運動場を算定する方法として，運動学的方

法，断熱法，渦度方程式法，ω方程式法などがある．こ

こでは，準地衡風近似下の渦度方程式を基として，一つ

の等圧面上における風速と温度分布から，垂直速度（ω）

を算定する方法を提示する．そして，この方法の有用性

と適用限界について論ずる．

148．　宮原三郎，沢田竜吉（九大理）：熱伝導が大気潮汐

　　　波に及ぼす影響

　熱圏付近では，熱拡散係数が大きくなり，運動のTime

スケールより熱拡散のそれのほうが小さくなり，熱伝導
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を無視する事が出来なくなって来る．今回は，熱伝導を

含んだtidal　equatiOnを導出し，その解析を求め，

tidal　waveの高層での振舞を議論する．

149．真鍋大覚（九大工）：水城の堤防決壊と古代の大風

　水城は，天智帝三（664）年日本書紀に現れ称徳帝元

（765）年に補修されたと聞く，その後建設の真意は国

難至るときこれを人手で切り落し貯水を氾濫させると語

りつがれてきた．水門の扇の年代はAD430年と測定さ

れ，その下流板付からは石堂川の大水とだけでは理解出

来ぬ砂礫の中に発見された木片の年代はAD340年と測

定された年輪から判断すれば，両者の外皮は各々473年

及び351年となり両度にわたって大風が筑紫を通過した

史実を，新羅本紀によって知ることが出来る．

150．正村史朗（名古屋市）：竹の開花の120年周期と干

　　　ばつ，凶冷の120年周期にみられる気象学的，生

　　　物学的関係について

　この数年間，全国いたるところでマダケなどの竹林が

一斉に開花した●竹はイネ科の値物であって，熱帯の多

雨地帯によく繁茂する．竹が一一斉開花するのは120年気

象周期の天明系の大凶冷の時間および嘉永系の大干ばつ

の直前の時期である．開花後竹は枯れ，実生之又は再生

竹（変態笹）のかたちで大干ばつ，大凶冷の危機をのり

こえる．マダケなどの竹林の最近の見事な一斉開花は，

1954年の発表以来，120年気象周期に関し度々指摘して

きた，恐らく，今年あたりから3年間連続発生するであ

ろう嘉永系の大干ばつに対処する適応現象と考えられ

る．

151．土屋　巌（気研総務）：山形県月山の万年雪につい

　　　て

　1971年の8，10，11月の3回，山形県月山の万年雪を

調査した．山頂南東斜面の大雪域（1，800m）は1955年，

1965年に続いて，1971年もほぼ消減した（10月）．しか

し，1，530m高度に越年率の高い万年雪が発見され，東

沢万年雪と命名した．東沢万年雪は約10年のゆるい斜面

にあり，吹きだまり型のもので，年層と指定される黒色

帯のあることから2夏以上経過したものと見られる．

1960，1963，1966の周辺地区の秋の空中写真によって，

いくつかの万年雪の経年変化と比較したが，1971年は小

さい年であり，それぞれの変化傾向が違う場合がある．

152．　上田　豊，樋ロ敬二（名大理水研）：南極白瀬氷河

　　　における雪氷気象学的調査

　筆者の一人（上田）は，第10回南極地域観測隊に参加

して，昭和基地後背地域の大陸氷床において，雪氷学，
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気象学的観測をおこなったが，・今回は，その解析によっ

て得られた白瀬氷河流域の気象，積雪，質量収支などの

結果について述べる．観測結果を総合すると，昭和基地

沖合を通過する気団は，少くとも72。Sまでの内陸部の

風向，気圧，海塩成分の輸送に影響を与えており，特に

冬期に顕著である．積雪量は，海岸寄りの地域で多く，

その大部分は冬に降り，年による変動が大きい．

155，樋ロ敬二（名大理水研）：多年性雪渓の存在と気候

　　　条件

　1968年以来，北アルプスー帯の空中写真撮影によって

雪渓分布の調査をおこない．1971年には“Atlasofperen－

nial　Snow　Patches　in　Central　Japan”　として刊行した

が，その結果，多年性雪渓は，積雪の堆積機構によっ

て，a）吹きだまり型，b）なだれ型，c）混合型にわ

けられることがわかった．なだれ型の雪渓は，谷底に多

く，たとえば黒部本流の十字峡付近で，高度1，000mて

いどである．これは，なだれによって積雪が集中し，厚

さが増し，融雪量より積雪量が大きくなるためで，それ

が存在する気候条件について述べる．

154．藤井理行，樋ロ敬二（名大理水研）：富士山頂の永

　　　久凍土について

　富士山の山頂に永久凍土が存在することは，富士山測

候所の建設当初より知られていたが，昭和46年，昭和47

年の調査によって，火口の稜線部一帯に存在することが

わかり，下限高度は，約3，600mであり，厚さは40～60

mていどと推定された．凍土層の地表付近の部分は，夏

には融解して，活動層とよばれるが，その深さは，火口

稜線付近で，50～120mである．活動層の深さは，場所

によって異なるが，これは，表土の熱的性質，含水率お

よび，積雪，日射，風といった気候条件に依存するの

で，それについて述べる．

155．　中西　朗（新潟市立中野山小）：瓢湖の白鳥渡来総

　　　羽数と冬の気象

　昭和46年12月，英国のスリムブリッヂまで行って国際

白鳥会議で発表された吉川繁男氏の記録によると，白鳥

渡来総羽数は平均486羽である．しかし，年により相当

の相違があり最高は1019羽，最低は138羽になってい

る．地元の人達は，渡来総羽数が多い年の冬は厳冬と言

っているが，小生の調査では，1月平均最低気温と大変

明瞭な関係になっていることを見出したのである．ま

た，瓢湖の渡来総数と1月における白鳥が飛出し地点で

ある根室（風蓮湖）の平均最低気温とも大変よい関係に

なっていることがわかってきたのである．

、天気”19．3．
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156．　土屋　巌（気研総務）：緑地表面温度の赤外放射計

　　　による測定と都市気候学的解析

　1971年8月30日13～15時の間，うすぐもりではあるが

かなり日ざしの強い状態で，東京都心から住宅地にかけ

ての，種々の都市構成区域，とくに緑地とその周辺の表

面温度に重点をおいて，赤外放射計（ナショナルER－

2001型）による測定をした．ヘリコプターを用い低高度

（300m）を飛行したので，誤差も小さく緑地周辺の気流

の鉛直的微小構造推定も可能であり，白金自然教育園の

特殊な気流系（地表の同時観測より）や，杉並区立正高

校グランドの光化学スモッグに関連したと思われる地表

の気流系などが，表西温度の解析である程度指定される

ことカミわかった．

157．　三井信男（日本大学明誠高）：関東地方における日

　　　最低気温分布と冬期気圧配置との関係

　関東地方を対象とし，1968年から1970年の12，1，12

月の3か年間に，よく出現した冬型気圧配置を分類し，

その気圧配置毎に，関東地方の186か所の区内観測所の

日最低気温値をもとに平均分布図を作成した．さらに，

西高東低型を示す日に限って，最低気温値を決定し得る

とみなされる風向・風速・雲量別に平均分布団を作成し

た，その結果，東京都心部と郊外．関東の平野部とその

周辺部との境に，気温の不連続線が確認でき，その不連

続線は，冬型気圧配置によって変化し，特に，西高東低

型の晴れた風の弱い日に顕著である．

158．　中島暢太郎（京大防災研）：降雨の時問的変化の気

　　　候学的考察

　降雨現象は台風，前線，季節風などめ気象現象によっ

て起り，台風によるものであってもその風による地形性

降面と，レインバンドによる降面とは性格が異なる．1こ

のように気象じょう乱のスケールによって降雨型が異な

り，また地形条件によって異なる．このような短周期か

ら長周期にわたる降面変化の型を気候学的にどのように

考えるべきかを土石流や河川はんらんなどの水災害とも

関連して論ずる．またさらに大規模な降雨の気候変動に

ついても季節により場所によりどう異なるかについて論

ずる．

159．高橋正清（気象庁図書）：梅雨の気候学的研究

　5～8月にかけての日照時間の日々変化を加重移動平

均すると梅雨の特徴がかなりよくつかめる．この方法で

1940～1969年の30年間の東京の日照時間の変化を調べ

た．

　次に1400Eに沿って日照時間の時間断面図を作成した

ものを2，3紹介する．最後に，梅雨がなぜ起こるかと

いう問題においてケッペンの気候区よりヒントを得た一

つの仮説を提唱し，この仮説がどの程度梅雨季の現象を

説明しうるかを検討する．

第　2会　場

201．　内藤勲夫（緯度観測所），安田延寿（東北大理）：接

　　　地気層の乱流観測（1）

　宮城県北部大崎平野の稲田で高さ22mの観測塔を用い

て接地気層の総合観測を行なっている．高さ数点におけ

る風速垂直成分の変動量，一点における温度及び風速水

平成分の変動量，平均風速分布，温度，湿度分布の観測

結果を検討した．その中から，乱れの2次元的モデルが

明らかになってぎたので第一報として報告する．

202．’安田延寿（東北大理），内藤勲夫（緯度観測所）：接

　　　地気層の乱流観測（2ンー変動量の5次モーメン

　　　トの役割

　風痙等の変動量の確率分布函数が正規分布で黍わされ

るとして，4次モーメントを2次モーメントで表わすこ

とにより，レイノルズ・ストレス・テンソルを与える方

程式の非線型項に関する数学的因難を回避することがで

きる．それと同様な方法でDavydovは一様等方でない

乱流場について，2，3次モーメシトを含む閉じた方程

1972年3月・

式系を得た．それを接地気層に応用した場合の解の特徴

と宮城県北部の平担地での観測結果を比較検討した．

203．　米谷俊彦，瀬尾琢郎（岡山大農研）：植物群落上で

　　　の風の乱れの特性について

　植物群落上での風速変動の乱流特性を知ることはそこ

での活流輸送を研究する上でも重要な問題の一つである

ここでは1971年に大麦畑及び水田上で行なった観測にお

いて超音波風速計を用いて得られた風速の水平成分及び

垂直成分の解析結果について報告する．風速の各成分の

頻度分布については水平成分が正の歪みをもつ（skew－

ness（≡u13／（u12）3／2）がO．7程度になることもある．）の

に対して，垂直成分は負か0に近いskewnessをもち，

その歪みの大きさは水平成分に比較して小さいことがわ

からた．

204．藤田敏夫，本多庸浩（気研予報）：1嵐速プロフィル

　　　に及ぼす船体の影響について

　GARP－AMTEX観測では，広域にわたっ七海面から
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の熱補給や運動量の鉛直輸送を観測することが計画され

ている．このためには，1，500～3，000トン級の大型観測

船を測定のプラットフォームとして使用せざるを得ない

であろう．今迄，3回行なわれた予備的観測では，風速

プ・フィルが船体によって大きく変形されることが分っ

た．そこで，昨年8月に白鳳丸で行なった観測をもとに

検討した風速プ・フィルの補正法について報告する．

205．光田　寧（京大防災研），花房竜男，藤谷徳之助

　　．（京大理），米谷俊彦（岡山大農研）：海洋上におけ

　　　る乱流輸送量の観測（III）

　一昨年の集中豪雨特別観測一GARPで得られたデータ

を用いて求めた海洋上における乱流輸送量やその時間変

化，又抵抗係数などについて前々回，前回と報告した

が，今回はスペクトル解析を行なった結果について報告

する．又，得られた各種気象要素の相関係数や分散と乱

流輸送量との間の関係について検討した結果にも言及す

る．

206．近藤純正（防災センター）：微気象学的輸送係数を

　　　長期平均値に用いることの可否

　長期平均の運動量，顕熱，蒸発量は風速のvariance，

風速と水温気温差または水蒸気圧差のcovariance，3次

の相関などおよび微気象学的輸送係数Cと長期間平均の

風速＜u＞，水温気温差＜DT＞，水面と空気中の水蒸気

圧差＜De＞の資料を用いて表わされる．大平洋と大平

洋の12の定点資料の統計から次の事が結論された．一日

程度の短い期間の平均の顕熱や蒸発量はCと＜u＞と

＜DT＞または，＜De＞で近似的に与えられるが，数日

以上の長期間の平均になると，かなり近似が悪くなり，

10～30％，時には100％の誤差を生ずることすらある．

207．　内藤玄一，藤縄幸雄，近藤純正（防災センター）：

　　　海上における風速変動の観測（皿1）

　前回（46年秋）までは周波数別の渦の鉛直方向のスケ

ールを，風速変動より求めた．今回は水平横方向の渦の

スケールを求め，その風速等への依存性を調べた．風速

計は波浪の影響をうけない高さ20mの位置に取付けら

れ，風向に対して直角な4点で測定されたデータから約

100個の相互相関を得た．

　同じ条件の下での水平横方向の渦のスケールは鉛直方

向のスケールに比べておよそ20％ほど大きい．

208．　坂上治郎，加藤真規子，松崎純枝（お茶大理）：市

　　　街地における温度変動のスペクトル解析について

　大気の温度変動を測定し，変動の波数がO．01cycle／sec

～50cycle／secまでの間について，スペクトル解析を行な
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った．sensorとして，長さ20mm，直径5μの白金メッ

キしたタングステン線の抵抗温度計を用いた．実験は，

お茶の水女子大学理学部本館屋上にて行なった．データ

ーはBlackman－Tukeyの方法によって解析した．その

結果，スペクトルと温度変動の周波数の間には，一5／3

乗則が成り立つような関係が見られた．

209． 光田　寧（京大防災研），花房竜男，藤谷徳之助

（京大理）：Planetary　B・und・ry　Layerにお

ける乱流輸送の研究（アナロゲデータ処理装置の

応用その1）

　米国オクラホマ市にあるWKY－TV塔（高さ約500m）

の約50mの高さに超音波風速温度計を設置し，風速の3

成分及び温度変動を測定した．これらの信号はアナログ

データ処理装置を使って現場で解析し，運動量，顕熱の

垂直輸送量，風速及び温度の標準偏差等を算出した．観

測は約10日間にわたって連続して行ない．同時に風速，

風向，気温の高度分布も測定した．今回は垂直輸送量と

平均量の時間変化及び抵抗係数と風速及び大気の安定度

等との関係について得られた資料を使って議論する．

210．木名瀬亮，外山　昇，伊藤士郎（NHK総技研），

　　　内藤恵吉，高橋克己（気研衛星）：川ロNHK塔，

　　　沖縄放送塔，硫黄島ロラン塔による強風観測

　川口NHK塔，（270，180，40m），沖縄放送塔（165，

135，103，72，44，18m），硫黄島・ラン塔（405，364，

318，236，203，127，68，36m）にエー・ベーンを設置

し，強風時の観測を行なった．各所とも最高所が風速15

m／s以上になると，テープレコーダーが作動し，約40時

間記録する．いままで行なった解析は，平均風速，乱流

強度，突風率，乱流スペクトル，各高度間の相関等であ

るが，これらについて各タワー間の比較を行なった．そ

の結果，乱流構造に大きな差異のあることが明らかにな

った．

211．　伊藤昭三（高層台）：大気境界層内のエネルギー消

　　　散率について

　拡散実験資料および乱流観測資料を用いて高さ300m

層以下のエネルギー消散率を求め，拡散実験資料の精度

についてのべる．さらに前記消散率の鉛直分布より，下

層100～200m層に特異な層があることをのべ，1965年

（本間），1971年（横山）によって指定されている約200

m層より上部での拡散係数の小さい層の存在についての

べる．

212．　横山長之，水野建樹，蒲生　稔，山本　晋，下形

　　　茂雄（公資研）：飛行機，係留気球，塔を用いた大

、天気”19．3．



　　　気乱流の測定

　大気境界層の下層部における乱流の測定には従来から

塔で利用されて来た．しかし塔の高さは現在のところ高

くても300m程度で，それ以上の高度における乱流の測

定には係留気球，飛行機などを測定のプラットフォーム

として使はなくてはならない．係留気球は半固定状態の

プラットフォームであり，また飛行機は移動するプラッ

トフォームである．飛行機，係留気球および塔をプラッ

トフォームとした．乱流の同時測定を行ない，それぞれ

変動のスペクトル，分散値，運動量と熱の鉛直フラック

スについて比較を行なった．

213．　水野建樹，下形茂雄（公資研）：係留気球による乱

　　　流観測

　2基の係留気球を同じ高度に係留し，各々の気球にと

りつけた同一性能をもつバイベーンを用いて乱流観測を

行なった．（高度は50～300m）．

　これらの観測結果から，乱流の時間，空間相関および

スペクトル等を求め，乱流の空間的構造の解析を行なっ

た．

　また係留気球自体の運動を写真撮影により追跡し，係

留気球の運動が乱流測定に及ぼす影響を調べた．

214．　山本　晋，蒲生　稔，横山長之（公資研）：飛行機

　　　による乱流観測の補正方法

　境界層上部の乱流構造を明らかにするうえで飛行機に

よる観測が有力であるが，飛行機が「動く観測ステーシ

ョン」であるということから，地上観測との相異点，種

々の問題点が生じる．ここでは加速度計，角速度計を使

用して飛行機の動揺（特に・一リング，ピッチング）に

よる誤差を補正する方法について述べる．

　今までの加速度計による測定の解析結果では長周期

　（O．5Hz以下）において，鉛直方向の風速に対する補正

値は大きいが，飛行方向の風速に対する補正値は少さい

といえる．

215．蒲生　稔，山本　晋，横山長之（公資研）：飛行機

　　　による境界層上部の乱流観測

　昨年に引き続き，飛行機により，大気境界層上部の観

測を行なってきた．前回は測器としては，熱線風速計だ

けであったが，今回はその他に超音波風速計，ベーン，

サーミスター乾湿計，加速度計，角速度計，放射温度計

などを取付けて，飛行機という移動するプラットフォー

ム上に観測システムを整えてぎつつある．この観測シス

テムを紹介し，さらに高度2km程度までの大気層中に

おける風速および温度変動のスペクトル，それぞれの分

1972年3月
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散，・また粘性消散率，拡散係数などの立体分布などにつ

いて説明する．

216．佐橋　謙（岡山大教育）：簡易熱輸送量測定装置の

　　　試作

　この装置は，地表面からの顕熱輸送量を，渦動相関法

によって長期間にわたって連続的に測定して，顕熱輸送

量の気候学的資料を得ることを目的としたものである．

　装置は，いわゆるフラックスト・ンを改艮したもの

で，GILL型風速計と熱電対温度計とを組合わせ，アナ

ログ的に輸送量を算出し，ペン書き記録計で連続記録を

得るようにしたものである．

217．　千秋鋭夫，西宮　昌，赤井幸夫（電中研）：煙突を

　　　利用して設置した風速計の測定誤差

　煙空，塔などの構造物を利用して風速計を設置した場

合，構造物付近に生ずる流れによる影響を実測によって

解析し，ポテンシアル流と比較した．

218．北林興二（公資研）：加熱あるいは冷却された斜面

　　　上の風速分布（緩斜面）

　加熱あるいは冷却された斜面で熱の効果により風速分

布がどのように変化するかを平板境界層に対するBlasius

の解を第一近似として求めた．ここでは斜面の勾配が緩

やかであり，従って境界層外部の流れが熱および斜面に

より影響されない場合を取扱う．簡単に結果を述べる

と，昇り加熱斜面では境界層下部での風速が増大し，冷

却された昇り斜面では境界層下部での風速が減少し，は

く離状態に近くなる．

219．北林興二（公資研）：加熱あるいは冷却された斜面

　　　上の風速分布（急斜面）

　斜面勾配が緩い場合には境界層外部の流れは斜面の影

響を受けないと仮定できた．ここでは斜面が急であり境

界層上部の風速が流れの方向に変化する場合如考える．

　解析は斜面に沿う境界層流れに対するHowarth（1938）

の取扱いに順じ，風速，温度の分布は流れ方向の座標で

展開されている．この操作により求められた常微分方程

式群を解くことにより風速分布とその流れ方向の変化が

求められた．また流れの刹離の条件が熱的安定度により

どう変わるかが示された．

220．武田京一（九大農），塩月善晴（山口大），早川誠而，

　　　清野　諮（九大農）：風の頻度分布について

　風速および風向の頻度分布についてはHesselbergand

Bj6rkda1およびErte1の式が古くから知られているが

実際にはほとんど応用されていない．武田は新しい見地

より両式を導出し直し，その中に含まれているパラメー
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ターを観測値より求めるグラフを作成した．さらに風速

および風向の頻度分布を1つの図で表わす新しいグラフ

を提案する．なお武田の導き出した式に従って風向の頻

度分布から風速の変動幅を求め，実測と比較してみたの

で報告する．

221．　宮田賢二（広島女子大），岡本雅典（広島大）：瀬戸

　　　内海の海陸風（III）

　瀬戸内海地域に生起する海陸風のメゾスケール的構造

を調査する目的で，昨年夏に瀬戸内海中央部のひうす灘

で実施したパイボール観測の結果の内一部はすでに昨年

秋報告した．今回は（1）この海域における海陸風過程の3

次元的なモデルを考える．（2）夜間のなぎの頃に海域中央

部の下層に生じた特異な西風の実態を明らかにする，（3）

海陸風に伴う大気の移動について吟味する，ことを中心

にその後検討した結果について報告する．

222　横井武長（米子高専）：レーザービームの水平伝搬

　　　実験におけるスポットの大スケールのゆらぎにつ

　　　いて

　海面上約1．5mの高さ，および約2．2kmの距離におけ

るレーザービームの水平伝搬実験を行なった．その際に

現れるビームスポットの位置のゆらぎは連続的に約3

cm以内の程度であるが時々10cm以上のものが現れわ

る．この大スケールのゆらぎの記録されたものについ

て，出現時間帯，平均風速，温位勾配（∂θ／∂z），などと

の関係について検討した．出現時間に日没後1．5～2．O時

間後に最も多く，日出前後にも若干存在する．風速に対

しては2～3m／sが最も多く観測された．（∂θ／∂z）に対

してはデータが少ないが，かなり良い相関が得られるよ

うである．

223．野本真一（東航台）：視程日変化の調和解析

　東京・大阪・名古屋・千才の各空港における1966年か

ら1969年の間の毎日毎時観測から得られる視程日変化を

調和解析した．その結果次のことが明らかになった．

　第1成分は最大のPowerSpectrum（0．50）を有し，朝

のうちトラフが現われる．第2成分はPowerSpectrum

O．20で10時と22時にトラフが現われる．前者は地表付近

の安定度や乱れに，後者は気圧の日変化や海陸風の交替

時刻に起因する．

　また第3成分についても若干の考察を加える．

224．野本真一（東航台）：視程の経年変動（II）

　昨年春の大会で「大都市での視程は良化傾向にある

が，周辺部では引つづき悪化傾向にある」ことを東京・

大阪・前橋の悪視程日数の経年値から解析した．今回は
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さらに関東地方10地点における視程とほかの10気象要素

の経年値を検討した．その結果，この現象は気温日較差

と湿度の経年変動に起因することが明らかになった．

225．　内藤恵吉，高橋克己，田端　功，横田良夫（気研

　　　衛星），久保時夫（気協会），伊藤文夫（日電）：

　　　PPI－RHI可能のライダーについて

　従来のライダーでは，ルビーを発振素子として用いて

いる．これは高出力が容易に得られるので，比較的高層

までの大気観測に有効である．しかし，パルスの繰り返

しを早めることが非常に難かしく，PPI，RHIを実現す

ることは因難である．このためレーザー素子として，

YAG結晶を用いることを考え，PPI－RHI可能のライ

ダーを試作した．これは世界における第一号機である．

これは出力の点で，大気下層の大気汚染観測用に適する

と考えられるが，システム設計等の技術的詳細と観測に

ついて述べる．

226．　横田良夫，内藤恵吉（気研衛星）：大気汚染ライダ

　　　ーの探知能力について

　ライダーで考えられる雑音は，（1）外来天空雑音によっ

てホトマルのアノードに生じるショット雑音，（2）入射信

号によってホトマルのアノードに生じるショット雑音，

（3）ホトマルのアノードにおける暗電流，（4）ホトマル以後

の回路により生じる雑音がある．これらの雑音と入射電

力の信号対雑音比の対場から，大気汚染観測用ライダー

の探知能力について検討をした．

227．川村　清，葛城幸雄（気研化学）：八丈島大気中の

　　　気体状微量成分およびエーロゾルの化学成分につ

　　　いて

　1971年7月10日から20日まで，八丈島測候所におい

て，大気中の気体状微量成分（SO2，NO2，NH3）とエ

ー・ゾルの化学成分（SO42『，NO3一，C1一，NH4＋，Na，

K，Mg，Zn，Fe，Mnその他）を測定した．これら各

種成分の濃度は都市域におけるよりもかなり低い値をと

った．例えば，SO2，NO2，NH3の平均値はそれぞれ

O．91，2．9，2．2μ9／m3であり，SO2，NO2の値は東京の

約1／100および1／30となっている．

228．　粕谷光雄，杉浦　茂，河村　武（気象庁予報）：東

　　　京における光化学スモッゲ発生の総観気象条件

　都立衛生研究所（1967～1970年）と東京都およびその

周辺地域にある多くの観測所（1971年）オキシダント観

測資料を用い，東京付近における高濃度オキシダント発

生の総観的気象条件を解析した．その結果，気温・風速

・視程・湿度などの気象要素の値は，20年に及ぶ観測調

、天気”19，・・3．



査のある・スアンゼルスの高濃度オキシダント発生条件

と共通点が多いが，発生しやすい気圧配置には大きな相

違があり，予報をする上ではわが国のほうがはるかに困

難な点があることがわかった．

229．　粕谷光雄，河村　武（気象庁予報）：東京およびそ

　　　の周辺地域における光化学スモッゲの局地気象解

　　　析

　東京およびその周辺地域における高濃度オキシダント

の発生は，関東南部の広域にわたる場合と，東京都の東

部や西部あるいは城南と川崎地区など局地的に偏って発

生する場合がある．このような地域差を生じる原因は，

シノプティックな気象条件で決まる一般風向のほかに，

内陸に発生する熱的低気圧に伴う風系の変化や海陸風に

伴う局地風系の影響が大きい．ここでは代表的な実例に

ついて試みたケーススタディをもとにして，これらの影

響を解明した．

230．杉浦　茂（気象庁予報）：東京における相対汚染濃

　　　度と亜硫酸ガス濃度との関係について

　東京における1965から1970までの約6か年間のMMD

と日平均風速からMilles－Holzworthの相対汚染濃度を

求め，東京における亜硫酸ガス測定点4地点の平均値と

比較を行なってみた．相関係数は冬期においては＋0．60

を越えた．また回帰直線から1970年は1967に比しかなり

汚染源濃度が少ないと思われるような結果が出た．

231．杉浦　茂（気象庁予報）：東京及び東京周辺の混合

　　　層高度の特1性について

　東京及び横浜，羽田，千葉，館野，熊谷の6地点のM

MD（最高混合層高度）を1965から1970年までの6か年

について求めた．MMDの月平均値の変化をみると年に

よって異なり，頻度分布をみると季節によってかなり異

なり冬期においてはMMD3，000m以上の日がかなり観

測された．年間を通じMMDは内陸の熊谷で最も高く，

海岸の千葉で最も低い値となった．

232．　広瀬元孝（気研予報）：局地風系の予報

　大気汚染などに関連して，局地風系の予報技術開発が

要請されている．ここでは，統計的な予報法を採用する

こととし，モデル対象地域として関東地方をとりあげ

た．資料としてはこの地方の気象官署13地点，5年間，

3時間毎の地上観測値を使用したもので，とくに留意し

た点は，現在予報可能な気象現象はシノプティックスケ

ールのものであるから，広域でかつ長期間（1日以上）

の諸気象要素との関連を常時つけておくこと（同期間全

国地点の観測を使用），つぎに海陸風などの日変化を取
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り入れるようにすること，などである．

233．武田京一（九大農），元田雄四郎（気協会），塩月善

　　　晴（山口大），早川誠而（九大農）：風旗による地上

　　　風流線解析

　ある区域の地上風流線の様相はたとえば汚染大気の運

搬経路を知るのに重要である．われわれは簡便な方法と

して風旗を多地点に設置することによりそのたなびき具

合から風向とおおよその風速を求めてそれらの水平分布

を調べてみた．対象区域は1km×1kmの岬の起伏に富

んだ所と4kmx5kmの河口部の中都市である．前者で

は小地域内の流線の地形による影響が認められ，後者で

は海陸風前線の移動状況が捕捉された．F・P観測，カイ

ツーン観測などの結果と併せて報告する．

234．武田京一（九大農），元田雄四郎（気協会），塩月善

　　　晴（山口大），早川誠而（九大農）：拡散モデルによ

　　　る都市汚染について

　大気汚染が社会問題とされてから久しい．ある気象条

伴によって特定地域が汚染されることは事実である．し

かし都市の汚染は時間的にも空間的にも複雑で，その予

測や対策をこうずることがむつかしい．また，汚染の正

確な情報が得られないことが，それをよりいっそう困難

にしている．そこで汚染の実体解明のためにSO2濃度の

資料をもとに工場群をいくつかの面源と線源とに分けて

風向別に適当な拡散条件を与えることによって地表濃度

を算出し，実測の濃度（SO2）と比較してみたところ，

相対的にかなり実測と合ったので報告する．

255．　関　清宣（横浜地台）：気象的汚染源と気温較差図

　　　について

　SO2汚染には海陸風が関係深い事が言はれている．し

かしその環流規模とそれに伴う局地的な風系の実態や汚

染分布特徴もわかっていない．ここでは汚染の実態と温

度分布の調査から，（1晦陸風環流に伴って気象的汚染源

が発生すること，（2）SO2汚染とOX汚染とでは環流規模

の相違がみられること，（3）気温較差図は気象的汚染源を

示すばかりでなく局地風系や局地汚染分布とよく対応す

ること，（4）気温と水温との差の分布は海風の発生に関係

し，海陸の汚染の地域的特徴と海上の汚染濃度を示しう

ること．などの結果が明らかとなった．

236．　関　清宣（横浜地台）：OX発生機構の気象的調査

　OX発生の汚染質条件と地理的条件を気象的に調査し

た．その結果，（1）日南中高度でOX日平均濃度と注意報

の警戒期間が定る，（2）適量の汚染質条件が必要，（3旧南

中高度と汚染質条件により気象条件の重要度が変わる，
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（4）適当な海陸風，下降流が必要，（5）単独と複合汚染の気

象条件は異なる，（6）気温較差図はOX被害地特性と対

応する．（7）海陸風と山谷風に伴う局地風前線で被害が発

生する，（8）河刀L丘陵，盆地，谷戸などの小地形が重

要，（9）OX被害地間に気流の相互交換が推定されたなど

の結果を得た．

257．　関　清宣（横浜地台）：高濃度OX発生気圧配置の

　　　特徴

　東京都衛研における注意報相当のOX発生50例につい

て発生気圧配置を調べ発生型を9種類に分類した．その

結果OXの高濃度発生には強い下降気流の場が必要であ

ることがわかった．その一つが晴天継続記録を作る様な

安定なH，大部分は新聞種となった大雨強雨強雷電季節

異常や転換をもたらす閉そく低気圧の暖域かそれに引つ

づいて現われるHで発生している．即ち強い不安定場内

の局地的強制的下降流場や強い不安定場に引つづく補償

的下降流場で発生している．従って天気も朝曇の場合が

過半に近く安定なHも含め閉そく低気圧の通過に注目の

要がある．

238・　関　清宣（横浜地台）：ox被害発生の気象条件

　OX濃度と被害の発生の気象条件が不明なので調査し

た．その結果，（1風の日変化と風層，（2旧中の風速と天

気変化を考へた不快指数，（3）最高気温と最小湿度の発現

時，（4）朝の視程，などから高濃度発現時，被害の有無，

被害程度，被害地域，の判別が可能であることが明らか

となった．又OXの発生には現地での発生のほか新たに

移流発生と混合発生の重要さがうかび上り特に被害発生

の有無に混合型が関係深く又工場汚染源と気象的汚染源

の存在が被害発生に大切なことが推論された．

259．　山下邦博（消防研）：多発火災による旋風の発生に

　　　ついての模型実験

　多発火災による旋風の発生について模型実験を行なっ

た．燃料はエタノールで，燃焼容器は一・辺が20cmの正

方形で火災個数は9個である．大型の送風機でモデル火

災に風を与え，その付近の気流の流れや旋風の発生状況

をメモモーションで撮影し後で解析した．この結果か

ら，ある条件のもとでは多発火災によって旋風が起こり

うることを確かめた．

240．　三寺光雄（気研応用），当舎万寿夫（気研台風）：ハ

　　　ビロ沢流域の雨量特性

　水害や崩壊現象の主な誘因は，多量の降雨であること

は言うまでもないが，この種の災害は多くの場合，降雨

の最も激しいとき多発する傾向がみられる．

62

　そのようなことを考えると，降雨強度の変化や，その

分布の特性が問題である．降雨強度の変化は，地表面流

出量や浸透に大きな影響力をもっている．われわれは，

これらの関連を通して，災害時の雨量特性を明かにした

いと考えてた．以上のような観点から奥多摩（ハビ・

沢）での雨量の分布，森林内外での降雨強度の変化，森

林による阻止効果などについて報告する．

241．　荒川秀俊，東海大学理学部有志（東海大理）：騒音

　　　と森林

　森林が音の伝播を遮げる作用があると予想されるが，

計量的に明らかにされた観測結果はない．ただし，アメ

リカで音源も受信側も森林のなかにある場合について

は，騒音は森林内でかえって大きくなるという報告があ

る．われわれは主として音源が森林の一方にあり，森林

の他の側で受信した場合を，野外で実測した．また，音

源は高速道路などからでてくる自然騒音の場合と，人工

的な騒音の発源体の場合について実測した．当然の結果

であるが，騒音は森林を通るときに，逆二乗の法則で期

待されるよりも遙かに急激に減衰するという結果を得

た．

242．　畠山修三（気協会東海）：偏回帰分析と量的予報へ

　　　の応用

　気象要素苅範娠の4……の関数と見なされる，ある現

象ツの量的予報について，偏回帰分析を利用することに

より精度の高い予報式を作成し得ることを示す．

243．片山功仁慧（東大医），籾山政子（気研応用）：日本

　　　における脳卒中死亡の季節変動の特性

　現在全国的にみて死亡の冬季集中の著しい脳率中につ

き，気温およびその変動の地域による差異が死亡の冬季

集中の度合いとどのような関係にあるかを，1960年代の

資料により都道府県単位で観察した．その結果，北海道

を除き，本州の寒冷地から九州南部まで，気温変化の範

囲の別なく極めて類似の死亡形態を呈することが見出さ

れた．北海道と本州以南との形態の相違は，本死亡を世

界的に見た場合の寒冷地（北欧・北米）と比較的温暖な

諸国との相違に符合する．これらの点および都市的地域

と地方との相違について考察する．

244．　籾山政子（気研応用），片山功仁慧（東大医）：死亡

　　　の季節変動に及ぼす人工気候の影響（第4報）

　1960年代の日本各地の月別死亡率と月平均気温との相

関の形態は，北海道の場合，大体気温12。Cを境にして

他の地域とその様相が明らかに異なる．12。Cより高温

部では本州以南の寒冷地における相関々係と大差ない

織天気”19，3．



が，低温部における気温低下に伴う死亡率の増加傾向は

他のどの地域より顕著でない．このような形態の相違を

もたらしたものは北海道の特異な人工気候（暖房様式）

の相違にあると推察される．この形態の形成過程を年代

的に考察し，東京との比較を試みる．

245．菊地勝弘，播磨屋敏生，石川照高，足立俊三（北

　　　大理）：石狩平野における積雪分布の観測（その

　　　2）

　石狩平野全域にわたる詳細な積雪分布の情報を得るた

めに，幹線道路に沿う電柱が雪尺として使用できること

を昨年春の学会で紹介した．今年度は初年度に選定した

電柱を再吟味し，使用するカメラのレンズを焦点距離80

mm～200mmのズームを用いて継続した．

　積雪量が少なかった前年度に比し，今年度はかなり特

徴的な積雪分布が観測されたので報告する．

246．　矢亀紀一（小笠原計器）：自動平衡式精密デイジタ

　　　ル気圧計について

　気象観測通報に必要な±0．1mbの精度のアネ・イド型

気圧計を試作した．この気圧計は従来の空盒気圧計のよ

うに，空盒の変位量を測るものでなくて，空盒の変位を

常に一定に保つため，空盒の力と釣合わせているばねの

力をサーボ方式で自動的に変化させて平衡をとるもので

ある．この気圧計は指示力が大きいのでディジタル指示

のほか，アナ・グおよびディジタル出力を取出すことが

できる．この方式では小さな力の測定が容易にできるの

で，微気圧計にも同じ方式を適用してよい結果を得てい

る．

247．　阪本孝広（気象大）：空盒の温度特性

　空盒種類による諸特性の差を見るために新旧南極ゾン

デとルーチンゾンデの空盒単体に関して低圧ドリフト，

残留変位，圧力感度，温度特性を測定した．さらに空盒

に穴をあけた場合及び熱処理前後の穴あき空盒に関して

比較試験を行なった．その結果内部残留ガスの影響，空

盒の見かけの膨張係数と温度特性との関係等がわかっ

た．またルーチン空盒はゾンデに組み込んだ場合空盒単

体に比べ温度特性は高圧領域で大きくなることがわかっ

た．旧南極空盒は新南極空盒と比べ真空度が低いためそ

の影響が各特性に現われているようである．

248．中島正一（気象庁高層）：気球昇降機について

　係留気球をあげて観測をおこなうには気球の昇降操作

を伴い，これが意外と人手を要する．これに対して気球

昇降機を導入すると1人で容易におこなえるようにでぎ

る．永年の積みあげによりいろいろ改艮してきた結果ほ

1972年3月

169

ぼ結論が得られたので構造，動力などについての必要条

件と十分条件について報告する．

249．北岡竜海（気研）：日本の高層観測における気圧高

　　　度の問題，その1温度測定結果からの考察

　日本のラジオゾンデ観測の昼夜の温度差は冬の高緯度

地方程高層に大きく，太陽の高度角が低い程大きい結果

になっている．これは諸外国のゾンデの共通的な太陽の

高度角が大きい程昼夜の温度差が大ぎくなるという傾向

から見ると全く特異な結果である．一方試作された精度

の高い標準ゾンデとの比較観測結果は日本の日射誤差補

正の実験値の正しさを示しており，上の差は気圧高度か

ら算出する気球の上昇速度の推定値の誤りに起因するこ

とを指摘し，上昇気流中では過小で，下降気流中では過

大な高度値を与える二三の観測例を示す．

250．

　エコーゾンデに沸点気圧計ゾンテ

用）を連結して飛揚し，

で追跡し測角を行なった，

も測角を行なった．

算し，

うか調べた．

251．吉住禎夫（気研予報），北岡竜海（気研）：日本の高

　　　属観測における気圧高度の問題，その3エコー方

　　　式とゾンデ方式との異常高度差の解析

　館野・根室・八丈島・鹿児島において飛揚されている

エコーゾンデの観測資料を用いて，ココー方式により決

定された高度と，従来のゾンデ方式による高度との高度

差を調査した．

　両方式の高度差が急激な高度変化を示す場合がある．

その場合，その高度付近では乾燥断熱に近い温度減率で

また風の鉛直シヤーが大きい．即ちRi数が小さく・乱

気流と関係しているのではないかと思われる．

252．

乳井鉱一（高層台），桑名十郎（気象庁高層），松崎

武四郎（高層台），井部良一（高層台）：日本の高層

観測における気圧高度の問題，その2写真経緯儀

観測および沸点気圧計観測の比較からの考察

　　　　　　　　　　　　　“（気圧感部2個使

　　　　　　　　これをD－55自動追跡型空中線

　　　　　　　　　また晴天の時は写真経緯儀で

　　　　　　これらの測定結果から夫々気圧を計

その差が夫々誤差見積値からみて有意であるかど

乳井鉱一（高層台），倉茂周芳（明星電機），桑名十

郎（気象庁高層）：日本の高層観測における気圧高

度の問題，その4加速度計ゾンデによる大気の加

速度の観測

　気圧，気温から高度を求めることに関連して，大気の

流れの鉛直方向の加速度をゾンデにより直接測定するこ

とを試みるため，ストレインゲージを利用した加速度計

をセンサーとした加速度計ゾンデを試作し，館野におい
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て観測を試みた．その結果および観測上の問題点につい

て報告したい．

253．　田平　誠，（愛知教育大），山元竜三郎（京大理）：

　　　大気中のインフラソニック波の観測（皿）

　大気中のインフラソニック波の観測を行なうために測

器の準備を進めてきた．その観測上の最大の問題点は，

風の変動によるノイズを減殺することであるが，著者等

は信号の等加重空間平均をするという従来の方法を改善

して加重空間平均をとるようなシステムを作製した．こ

れは内径2．5～14．5cmのパイプをつないで全長約45mと

したもので，各接合点に信号取り入れ口を設け，パイプ

の中央で気圧信号を検出するようにしたものである．こ

れを愛知教育大学の自然科学棟の屋上に設置して予備的

観測を行なったので，今回はその結果を報告する．

254．　礒野謙治，岡田菊夫（名大理水研）：不均質汚染大

　　　気の視程について（1）

　大気汚染，特に都市大気の汚染は垂直方向はもちろん

水平方向にも極めて不均質であることが特徴である．

　この様な場合の一点から一方向に観測された視程の物

理的意味について考察する．

　今回は目視の視程と写真による測定の結果を比較した

結果について報告する．

第　3会　場

301．斉藤利夫（気象大）：庶糖ブドウ糖果糖の水溶

　　　液中における氷晶の成長について

　Biggの砂糖溶液法に関連して，庶糖，ブドウ糖，果

糖の各水溶液及びその混合水溶液中での氷晶の成長につ

いて硫化コバルトを種まきして実験を行なった．結晶の

成長速度，形を写真撮影によって求め，液温，溶液濃度

との相関の有無を検討した．結晶成長の初期について位

相差顕微鏡により結晶の細かい構造を撮影することがで

きた．その結果庶糖については共晶点より高温で白色六

角板結晶が形成されることが確認された．結晶の構造と

成長の方程式に関して考察を試みた．一8。C～一19。C

を対象とした．硫化コパルトは核生成が安定なので使用

した．

302．元木敏博（気象大）：希土類フッ化物の氷晶核能力

　氷晶核化能力の本性を明らかにするため希土類フッ化

物13種類に関し，砂糖溶液法と微分干渉顕微鏡による直

接法とで氷晶の生成を調べた．永晶核化能力温度は，原

子番号順に変化しており，三つの山と二つの谷があっ

た．山と谷の位置は二つの方法で完全に一致した．しか

しその振幅は，実験方法によって異なっていた．実験の

温度は一150Cから一25。Cまでである．温度と湿度を指

定した場合一種類の形状の氷晶が形成される核（TmF3，

NaF3）と色々の形状の氷晶が形成される核（LaF3，

CeF3）などが，あった．

303．．山下　晃（東大理）：三角形のく0001｝面を持つ氷

　　　晶

　断熱冷却種まき法あるいは低温物体種まき法により

｛0001｝面が三角形の氷晶が生ずる．この三角氷晶の生

成に及ぼす，気温の影響・湿度の影響・断熱冷却の程度
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の影響・核の有無の効果等についての実験結果を述べ
る．

　三角氷晶のく0001｝面内の成長方向は＜1100＞で，普

通の雪の場合の＜1120＞と異なる．三角形の｛0001｝面

は不等辺六角形へと変化（成長）することが多く，その

変化が逆に起こる場合はない．このことから，成長方向

＜1100＞は準安定な方向であること及び氷晶が大ぎく成

長すればするほど三角氷晶が少なくなることがわかる．

504．　駒林　誠（気象大）：氷飽和に近い条件下で成長す

　　　る雪結晶の形の計算機シミュレーション

　前回に結晶学的な異方性を考慮に入れた2次元モデル

を使って，水飽和の条件下で成長しつつある雪結晶の形

状と，同程度の未飽和の条件下で蒸発しつつある雪結晶

の形状とを論じた．今回は雪結晶を遠くから取り囲む内

壁の蒸気密度を氷飽和に近付けて，質量増加がゆるやか

ないしゼ・の場合の形状の変化を数値積分した．すなわ

ち，氷過飽和の値がそれぞれ，10％，1％，0．1％，

O．01％およびちょうど氷飽和（過飽和0％）の5通りの

境界条件の下で，前回同ように初期の形を円柱と楕円柱

とし，結晶学的異方性を5通りに変えて計算した．

505．　権田武彦，小山芳男（東理大理工）：氷晶の成長習

　　　性に及ぼす水蒸気の拡散

　高圧大気中で水飽和の下で氷晶を成長させると，一150

Cでは，気体の圧力の増加と共に板状結晶は樹枝状化す

る．一7。C，水飽和の下で同様の実験をすると，気体の

圧力の増加と共に角柱結晶は深い骸晶構更には，針状化

する事が実験的に確かめられた．この高圧用装置を少し

改良した所，10｝2mmHgまで低圧に保つ事が出来る様に

なったので，拡散係数の大きい低圧大気中で氷晶を成長

させる事が出来る様になった．同じ装置で，拡散係数の

寒天気”19．3．



値にして約150倍違う領域での氷晶成長の議論を行なっ

た．

306．　志尾　弥，林　重雄（北教大）：NH3ガス中で生

　　　長する人工雪について

　長さ2mの対流型円筒を作り，円筒内にNH3ガスを

充満させ，pt線（φニ10μ）に電圧をあたえ，pt線に人

工雪を生成させ，生長速度と荷電人工雪の関係，及び

NH3ガスの影響を観察した．下記の結果を得た．1）pt

線でも人工雪は型成される．2）電圧を加えると生成速

度が早くなる．3）NH3ガス中では人工雪の生長はおさ

えられ奇型のものになる．都市に降る雪は，結晶的に奇

麗なものが少ないことに関連していると思われる．

307．権田武彦，小山芳男（東理大理工）：高圧大気中を

　　　自由落下する氷晶（一70C，水飽和の実験）

　一70C，水飽和，気体の圧力を1，5，10，15気圧の

下で氷晶を成長させた．今回は，新たにガスラインフィ

ルターをとりつけ，更に，冷却しただ管中に気体を通し

て，不純物を完全に，除去した．不純物の入っていない

きれいな気体中で，氷晶を成長させると，氷晶の表面構

造はそろって来る．一7。Cの場合一150Cでの結果と同

様に，気体の圧力の増加と共にa及びc軸方向の成長速

度は減少する．逆に氷晶の£の値は，気体の圧力の増加
　　　　　　　　　　　　　
と共に増加する．数は少いが高圧大気中では，角柱結晶

は針状化する傾向がある．この事から氷晶の樹枝状結晶

容易軸は基底面とにある事がわかった．

308．阿部成雄（防衛大）：不安定平衡領域における凝結

　　　成長について

　一定の上昇速度で上昇する気塊中の水滴の成長につい

て最大過飽和以上の臨界湿度をもつ水滴は成長出来ない

が，成長をつづける水滴もやがて過飽和度が低下して来

ると蒸発しはじめる場合も起こりうる．このような場合

はどのような条件で起こりうるかを調べ，一般的に雲粒

スペクトルについて考察する．

509．佐粧純男，徳植　弘（気研物理）：写真計測による

　　　模型雪～雲粒間の衝突率決定法について

　垂直風洞内に模型雪を吊るし，雲粒を含んだ気流をあ

て，模型雪の周りの雲粒traiectoryを立体撮影し，雪

（又は雪片）雲粒間の衝突率を求めることを試みた．

310．播磨屋敏生（北大理）：アラレのembry・と内部

　　　構造について（その2）

　前回は，アラレをくずした結果，巨大雲粒と．初期結晶

が見つかった場合があり，また簡単な数値計算の結果・

巨大雲粒はアラレのembryoとなり得ることを報告し
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た．その後の観測により雲粒付結晶，アラレの顕微鏡写

真が集まり，それを分類整理した結果を報告する．また

雲粒捕捉過程が卓越する条件を求めた結果，適当な雲粒

分布のもとでは雪結晶もアラレのembryoとなり得る

こと，そしてその計算結果と雲粒付結晶，雲粒のつかな

い結晶の頻度分布との比較も示す．

311．　山見信之，孫野長治（北大理）：過冷却水滴の凍結

　　　と氷片，雪結晶による氷晶発生

　氷晶の中心部の模様とmultiplication過程を調べるた

め，過冷却水滴を凍結させたり，氷片，雪結晶をseed－

ingした．今回はスライドグラスにシリコンオイルをぬ

った．

512．　高橋忠司（東大理）：凍結水滴の結晶構造

　水滴が凍結後，単結晶となるか，多結晶となるかとい

うことは，水滴の大ぎさ，外気温・凍結温度・水滴中の

不純物・凍結方法によって影響されると思われる．沃化

銀コ・イド粒子を含んだ水滴が自由落下中に凍るばあい

について，これらの影響を調べた．さらに直径100μ以

下の水滴が氷晶と衝突するときに，多結晶となる割合を

調べ，自然の雲において凍結微水滴から多結晶雪が生成

される条件について考察する．

313．　梶川正弘（北大理）：氷の面に衝突する過冷却微水

　　　滴の反発現象について

　過冷却雲粒が雪結晶と接触して凍結する可能性の有無

を確かめるために，先ず板状氷に過冷却微水滴を終速度

で衝突させる実験を行なった．氷板と霧吹きは接地した．

（1）一150Cと一200Cで反発があったが一10。Cでは起こ

らなかった．（2）一15。C，蒸留水氷に対し，直径150μの

水道水の微水滴が反発最大（4％）であった．（3）衝突角

度を増すと反発は増加した．（4）反発した水滴は凍結して

いた．従って，天然においても，条件が満たされれば，

過冷却雲粒は，雪結晶に捕提される以外に，反発あるい

はglancingにより，凍結する可能性があると思われる．

314．　岩渕武士，孫野長治（北大理）：凍結時の微水滴の

　　　荷電現象について

　雲粒程度の微水滴の凍結時での荷電は，天然では雲粒

の凍結から氷晶発生の際重要である．孫野・河村の実験

では，一400C以下で全て凍結すると荷電率が上がり，

電荷量も増えている．この凍結時の現象を見る為，低温

室で100μ程度の微水滴を，環境を一400C以下に下げた

電場中を凍結させながら落下させた．電場として交直，

別々に印加させた結果，水滴は凍結による蒸気霧の発生

を終え，凍結が完了すると新らたに荷電し，正負の割合
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では負がやや多いという結果を得た．又，蒸気霧の電荷

の検出は出来なかったが，この事の考察も試みた．

515．遠藤辰雄，上野文男，孫野長治（北大理）：降雪に

　　　よる荷電凝結核の減少

　1972年1月に石狩海岸にて，凝結核を測定した．季節

風及び陸風の違いでその濃度は大いに異なり，これまで

札幌市及び日本海々上で測定した値と一致した．

　また，この時，平行平板コンデンサーを通し高電圧を

かけることにより荷電，非荷電核の分別をしたところ，

降雪に際して荷電核が減少する例があった．この自浄の
　　　　　　　　　　　　　　　　　りよく
メカニズムとして降雪電荷のイメージカより荷電粒子の

クー・ンカが効くようである．

316．　高木　昇，浜　昊一（気研応用）：雲水の分析結果

　　　から見た凝結核物質の考察

　1971年6月，伊吹山山頂にかかる積雲型の雲から雲水

を採集し，測定及び放射化分析を行なった．

　その結果，それらの雲の形成に寄与した雲核は主とし

て工場起源のものであろうと推論した．

317．　成瀬　弘（気研応用）：日光における雲粒核の観測

　1971年6月日光測候所において，雲粒核を主にして雲

粒分布，ダスト等の観測を行なった．30日には断続的で

はあったが，斜面にそった弱い上昇気流によって一日中

雲がかった．その通過時間は約1～1時間30分程度で，

一時霧雨もともなった．この期間の資料から雲粒の核質

量を等圧法で測定し，核質量と雲粒サイズ，雲粒分布と

の関係を求めた．また，核残渣を約3500Cに加熱しその

揮発状態を調べたので，それらの結果について報告す

る．

318．　竹内丑雄（成跨ミ小）：降水中の化学成分の変動の要

　　　因について

　降水中にふくまれる化学物質の濃度は常に変動してい

る．連続降雨についてC1『，SO42一，Zn2＋，Na＋，Mg2＋，

Ca2＋，K＋など，測定してみると．各成分の濃度がほぼ

同じような変動をしながら，各成分が異なった変動をし

ている．この変動の因となるものがなんであるかについ

て述べる．

319，石坂　隆（名大理水研）：降水中の固体粒子の発源

　　　地について

　これまで降水中の固体粒子の発源地の決定は，その固

体粒子の物質がその降水をもたらした空気の流跡線下の

地表から上空に供給される可能性のある物質（特に土壊

粒子）との類似から推察した．地表にある粘土鉱物の風

化による生成は気候条件によって甚しく異なり，それら
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の粘土鉱物の量比を考慮すると，地表の各地域と顕著な

関係を見ることが出来る．今回は降水中の固体粒子の中

に見出される粘土鉱物の半定量法による量比の測定を行

ない，その発源地についての考察を行なったので報告す

る．

520．市村市太郎（気研台風），北川寿江（気研応用）：台

　　　風23号の通過に伴う氷晶核濃度の変化について

　台風23号が，ユ971年8月30日から9月1日にかけて日

本列島を太平洋側よりに通過した．その際，尾鷲と東京

（高円寺）の二点にてミリポアによる氷晶核の測定を行

なった．その調査結果をのべる．

321．　田中豊顕（気研物理）：ポリビニールアルコール膜

　　　による水滴の粒径測定法

　雲粒あるいは雨滴の粒径測定には種々の方法が開発さ

れ，使用されて来た．しかし同一の方法で，粒径の広い

範囲を測定できるものはなかった．

　水溶性ポリビニールアルコール（PVA）膜の使用に

よって，直径数μから数mmの水滴まで，その痕跡が

とれることが明らかになった．特に10μから300μ程度

の範囲において，水滴の直径（d）と痕跡の直径（D）

の間に次の関係が見出された．Dニ4．54dO・8

　またPVA膜は電子顕微鏡用の試料支持膜としても有

用であることが見出された．これらの評細を報告する．

522．今久，周徳（北大理）：一斉に氷晶化した

　　　高積雲の観測

　1970年の6月から10月にかけて晴天積雲のステレオ写

真観測を行なっていたが，観測期間中の9月8日に広い

範囲で一斉に氷晶化し降水を起こした高積雲Virgaが

観測された．

　解析の結果，雲頂は7km近くにあり，降水はOOCか

ら一15。Cの間で起きており比較的温度が高いところに

あった．また尾流雲の特微であるセル状及び列状になる

現象は風系と成層状態に関係していることもわかった．

525．青柳二郎（気研衛星），青木経世，宮本泰男（東海

　　　大）：レーダーによる雲頂高度測定の誤差につい

　　　て

　レーダーにより測定される雲頂高度はアンテナビーム

の拡がりのために実際の雲頂高度とことなっているのが

常である．ここでは雲の垂直強度データを用ちいて標準

気象レーダーで測定した場合の両高度の関係を求めた．

しゆう雨について0．737θb（7：レーダー距離，θb：ビー

ム幅）だけレーダーが過大評価している結果を得た．又

エコー頂高度は雨域の広がりや，サイド・一ブについて

、天気”19．3．



は問題はないがレーダー総合感度によって大ぎく影響を

受けることがわかった．

324．　柳沢善次．神林慶子（気研台風）：台風降雨帯の構

　　　造について

　昭和46年8～9月の問尾鷲測候所構内ンこおいて各種レ

ーダによる特別観測を実施し，8月末台風2言号に伴う降

雨帯の観測を行なった．これらの観測資料とPPIレーダ

資料を用いて台風降雨帯の構造について解析したのでそ

の結果について報告する．台風23号に伴う降雨帯には明

瞭なブライトパンドが観測されその高度は台風中心に近

づくにつれて多少増加している．時々発達した対流雲が

これら層状雲内に存在し，下層には弱い対流雲が数分間

隔で存在し地上降雨量はこれら下層対流雲によって増加

している．

325．　青柳二郎（気研衛星）：尾鷲降雨の上昇流活動につ

　　　いて

　昭和46年8月30日及び31日尾鷲において台風23号のレ

ーダー観測を行なった．この降雨は2つの形態から成り

1つは雨量強度100mm／hrをこえ雲頂高度は8km（一

150C）に達した．他は30日から31日にかけて観測され

た地形性降雨であって最大雨量強度15mm／hrで雲頂は

高々4．5km（＋30C）であった．ここではドップラデー

タを用ちいて大気垂直流の高度一時間断面図を作製した

のでその運動学的形態について述べる．

326．　藤原美幸，市村市太郎，柳瀬利子（気研台風）：低

　　　い雲からの豪雨の発生機構について

　去年8月30日および9月16日一18間，尾鷲測候所にお

いてレーダーおよび雨滴の観測を行なった．雨滴の分布

はB．B．の現われた雲とそうでないものとの間に顕著な

相違がみられた．低い雲の場合はドップラーとRHIレ

ーダーの情報，雨滴の分布に関する限りwarm　rainの

事実を示している．観測された諸事実を検討しながら尾

鷲特有の地形性豪雨の雲物理的なメカニズムを検討し

た．

527．武田京一，水文気象観測班＊（九大農）：降水粒子

　　　の形態変化に伴う粒度分布の特徴

　’71年1月二つ玉低気圧の通過に伴って降雨から降雪

への降水粒子の変化を観測することができた（雨→みぞ

れ→あられ→針雪片→樹枝雪片→角板雪片→あられ）．

降雪強度が大（5mm／hr以上）の場合，あられのND分

布（mm6／m3）は比較的対数直線にのっているが，各種

雪片のそれは融解直経1～2mm以上でND＝102const．

になる傾向がある．これは夏の対流性降雨の場合によく
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似ている．まれこれらのもつZ　R関係の特徴について

4）述べる．

　＊：　塩月鮮晴（山口大），早川誠而，清野諮，杉谷俊

　　　一一一（九大農）

328．武田喬男（名大理水研）：過冷却雲への人工氷晶核

　　　のseeding：数値実験

　昨年の秋季大会において，過冷却雲へ人工氷晶核（一

80C核）を100個／Z　seedした場合対流雲内の上昇気流の

速さが1割位増加したことを数値実験により示した．そ

の続きとして，一80C核を100個／Z，10，000個／Z対流雲

の成長期（25分後）及び最盛期（35分後）にseedした

場合（4例）について，特に，氷晶核上に形成された氷

晶の対流雲内でのふるまいを詳しく解析した結果を報告

する．但し，モデルに含まれる氷晶過程の昇華のみで，

凍結及び氷晶同志の併合は含まれていない．

329．礒野謙治，武田喬男，石坂　隆，岩坂泰信，松尾

　　　敬世，岡田菊夫，森山憲昭（名大理水研）：1971年

　　　9月10日尾鷲集中豪雨の解析（その1）

　1971年9月9日3．00から11日3．00にかけて，尾鷲を中

心に総雨量1，000ミリ以上の記録的な大雨があった．こ

の雨は尾鷲から20km離れた地点では総降水量100ミリ

に急減する全くの集中豪雨であった．当研究室では，こ

の際尾鷲及び大台原で降水の同時観測を行なっていた．

今までの解析では，この集中豪雨は層状の雲と背の高い

対流性の雲との相互作用の結果として起こつたと推測さ

れる．解析その1として，雨量データ，名古屋地方気象

台のレーダー資料及び尾鷲大台ケ原での雨滴の粒度分布

をもとに，両者の雲の相互作用に注目して解析を行なっ

た結果を報告する．

330．礒野謙治，武田喬男，石坂　隆，岩坂泰信，岡田

　　　菊夫（名大理水研）：1971年9月10日尾鷲集中豪雨

　　　の解析（その2）

　表題の豪雨の際．尾鷲，大台ケ原で同時に降水の採集

雨滴電荷の測定その他の観測を行なうとともに尾鷲にお

いてはフィールド・ミルを用い地面付近の電場の測定を

行なった．尾鷲ではこの期間正の電荷をもった雨滴が多

く，降水セルの通過に際し負の電場が強くなり比較的短

周期の電場の変化が観測された．特に強い降雨の場合，

電場の変化は特徴的で，負の比較的一定した電場の変化

が現われた．また大台ケ原ではこの際，負の電荷をもっ

た雨滴が降った．これらの特微は降水雲の機造に関する

重要な情報を与えることについて報告する．

351．　宮崎忠臣，国分里美，滝沢延行（宇大工）：レーダ
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　　　による栃木県地方の雷雲観測とその電算機処理

　等エコー装置装備のレーダにより，主に栃木県内の雷

雲の状況を，夏季3年間にわたりエコー強度のレベル別

観測1氾録を行なってきた．雷雲エコーの写真を一つの図

形パターンと考えて量子化し電算機に入れ，図形の面積．

重心位置を算出し，雷雲の発生，移動，統合，分離，消

滅に至る経時的状況変化を数値化，図形化して表わす一

方，若干の相関係数の算出を試みた．この結果，例えば

雷雲の移動径路にみられる特徴が明確に把握できるな

ど，本処理方式は今後，レーダによる雷活動の予知等に

も有効な一手法となると思われるので一端を報告する．

352．　北川信一郎，木村啓造，鵜川哲則（埼玉大理工）：

　　　空電強度自記器に記録される関東甲信越地方の冬

　　　季の雷放電

　数百km以内の雷放電を対象とする空電強度自記器の

連続記録を行なったところ，1971～1972年の冬季3か月

半の間に，夏期の雷雨と同程度の頻度の雷放電が記録さ

れた日が24日あり，雷放電の距離は記録点の浦和から

100km以内と推定される．

　そのときの気象状況をしらべると，典型的な冬型気圧

配置で，三国山脈を中心とする関東地方北辺の山岳地帯

に激しい降雪をおこす気象条件となっていた．従って，

この種の降雪雲は，夏期の雷雲と同程度の電気的活動を

ともなうものであることが推論される．

333．　仲野　責（名大空電研）：雷放電の位置と雨域の関

　　　係

　昨春の講演会で，雷鳴の3点観測によって放電路が求

められることを報告した．1971年夏，栃木県今市で前年

と同様の観測を行なったが，今回は8月7日，12日の激

しい雷雨について，PPIエレーダー・エコーにより雨域

を調べ，雷鳴から放電路を求めて，放電が雨域のどのあ

たりで起こるかを調べたので，その結果を報告する．

334．　志尾　弥（北教大）：NH3氷，及びHF氷と純氷

　　　との摩擦電気

　NH3又はHFを氷に含ませることにより，前もって，

Ion　defectやValence　defectを氷中に多量に生成させ，

接地した純氷と摩擦したところ下記の様な結果が得られ

た．1）NH3（＞10『1N）氷と純氷を接触させると電位が

発生する．2）接触電位が発生する場合は，摩擦電気が

発生しない．3）NH3氷と極板の間に純氷をはさみ，1

本のNH3氷棒を作り，これと接地した純氷を摩擦させ

ると，不純物の濃度により，接触面境界電場の方向は逆

になり，濃度の変化による氷のCharge　carrierの違い

68

を暗示している．

335．　竹内利雄（名大空電研）：1970／71冬の世界雷活動

　1970年12月から口，独，米，アルゼンチンの四か国が

協力してlllf界雷活動の観測を始めた．さし当り1970年か

ら71年にかけてグ）冬の雷活動について結果を出したので

報告する．

　1）従来からよく引用されているWMOの報告では

12月には中央アメリカではあまり雷活動はないことにな

っているが，これはまちがいであることがわかった．

　2）　冬に日本の東海上に発生する前線上の雷活動と，

前線の強さとの関係が明らかになり，更にこの前線の活

動度を日本で実時間で知ることが出来る様になった．

556．　三崎方郎，池上三和子，金沢五寿雄（気研高物）：

　　　バック・グラウンド汚染の目安としての南方海域

　　　における大気電気伝導率の測定結果

　（1）大気の微粒子汚染のバック・グラウンドを推測する

目的で，昨年夏，大気電気伝導率の海上観測を行なった．

測定の海域は東京一父島一マーカス島の往復航路上であ

る．大西洋地域での近年10年間の測定値は1910年代に比

べて半減していることが報ぜられているが，父島一マー

カス海域での今回の値は予想に反して高い値が出た．（2）

船自体が発生する汚染粒子が結果に影響することを考慮

して，全く同型の測定器を左舷右舷対称の位置に設置し

た．この結果を視風向・視風速と比べ合せて検討する．

557．　菊地勝弘，遠藤辰雄，上野文男（北大理）：札幌に

　　　おけるエーロゾル濃度と降水の電気伝導度の測定

　大気汚染の問題に付随してエー・ゾル濃度についての

情報が必要になってぎたが，比較的長期の観測はあまり

なされていない．今回は札幌における秋から春にかけて

のエー・ゾル濃度の測定と，それと併行して降水の電気

伝導度の測定を行なったのでその結果を報告する．エー

ロゾルの測定にはGARDNER　COUNTERを用い，09，

15，21時の1日3回，電気伝導度は東亜電波のCM－2A

型を用い毎日09時に行なった．解析の結果，エー・ゾル

濃度に特徴的な変化が認められ，また降水による自律作

用がかなり顕著であった．

558．　大田正次，伊藤朋之（気研物理）：低濃度のサブミ

　　　クロンエーロゾルの測定法（バッゲランドエーロ

　　　ゾルの研究（1））

　小笠原近海のサブミク・ンエー・ゾルの濃度はおよそ

200～300個／ccである．このような極低濃度を正確には

かることは，パックグランドエー・ゾルの研究に重要で

ある．そのために吾々はポラック式の自動記録カウンタ

、天気”19．3．



一とエートケン式の写真記録カウンターを，それぞれ低

濃度測定に適するように工夫し，これらを組合わせるこ

とを試みた．前者は相対値の連続測定用とし，後者は前

者のチェック用として絶対値測定用とする．現物で経験

した結果，この方法は十分役に立つことがわかった．

559．大田正次，伊藤朋之（気研物理）：大平洋上のサブ

　　　ミクロンエーロゾルの測定（バックゲランドエー

　　　ロゾルの研究（2））

　パックグランドエー・ゾルに関する研究の基礎資料と

するため，二夏東京…小笠原間のサブミク・ンエーロゾ

ルの船上観測を行なった．結果によると小笠原高気圧内

のバックグランド値は200～300個／ccである．1又パイプ

型拡散管を用いて粒径のおおよその見当を付けたとこ

ろ，東京から遠ざかるにつれて，小さな粒径のものの占

める割合が小さくなり，半径10』6cm以上の魂）のが東京

では40％程度であるのが，小笠原では80％程度を占める

ことがわかった．

340．　池辺幸正（名大工）：Static方式によるサブミク

　　　ロン粒子の粒径分布測定（1）解析法及び数値実験

　Nolanらは拡散管内の粒子数の時間的減少を測定する

ことによって，サブミク・ン粒子の平均粒径を求めた．

（Static法）．発表者らがDynamic方式に適用してき

たレスポンス行列を用いた解析法を，このStatic方式

に適用することによって，サブミク・ン粒子の粒径分布

を決定することが原理的には可能である．今回は解析法

並びに数値実験に基づくこの方法の実際への適用性につ

いて検討する．

341．　池辺幸正，石田健二（名大工）：レスポンス行列法

　　　によるサブミクロン・エアロゾル粒径分布の解析

　　　（皿1）測定結果

　前二回の発表で，解析原理及び数値実験による検討に

ついて述べた．今回はこの方法を用いて実際に大気中の

サブミク・ンエア・ゾルの粒径分布を測定した例につい

て述べる．粒子の検出は，（1）Pollak　Counter及び，（2）

粒子にmarkしたThB放射能によった．測定結果に基

づいてこの方法の適用性，問題点などを検討する．

542．　青木忠生（東北大理）：水蒸気吸収帯の吸収特性

　　　（1）

　昨年度までに展開してきた非対称コマ分子の半幅値の

理論に基き，H20の半幅値を計算し，実験及びBenedict

Kaplanの理論値と比較した．又，6．3μ帯の線強度に

ついてはBen－Aryehらの理論に基きF－factorを計算

し，H20の非剛体性の影響を取り入れた．
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343．青木忠生（東北大理）：水蒸気吸収帯の吸収特性

　　　　（II）

　気体のスペクトルー般における，重複した吸収線の吸

収率の経済的な数値計算法を考え，水蒸気の6．3μ及び

純回転帯の透過率計算に応用した．結果は，6．3μ帯

についてはHoward，Burch，Williams及びBurch

Singleton，Frallce，Williamsと，純回転帯については

Palmerの実験とそれぞれ比較した．

344．　浅野正二（東北大理）：回転楕円体粒子による光の

　　　散乱II

　前大会で，回転楕円体粒子による電磁波の散乱問題の

解法について，特にその理論展開を中心に報告した．そ

の時問題になった解のユニーク性についても解決をみた

ので，今回はこの理論に基づいて，幾つかの粒子モデル

について行なった計算結果を報告する．

545．　藤本文彦（高層台）：エアロゾルの日射吸収につい

　　　て

　エア・ゾルの日射収支は自由大気中の放射収支に関係

があるのでGARPの放射部門における研究課題の一つ

である．この研究のため筆者はエア・ゾルの増減に伴っ

て変動する直達日射量が散乱成分と吸収成分へどのくら

いの割で分けられるかを直達日射量と散射量の連続記録

上の変動を対応させて推定した．

　すなわち自記直達日射記録の徴変動が対応する散射記

録の増減と逆位相になっていることを基にした．資料は

オーストラリアのアスペンデールのものである．

346．　山本義一，田中正之（東北大理）：浮遊媒塵による

　　　地球の反射率の増加（II）ガス成分の近赤外吸収一

　　　帯の効果を考慮した場合

　先々回，大気汚染の増加に伴う地球反射率の増加とそ

れが地球の等価黒体温度，地表面温度等の変化におよぼ

す影響について報告したが，その際H20，CO2，02，等

の近赤外吸収帯の効果は考慮しなかった．今回はこれら

分子成分の線吸収とエア・ゾルの多重散乱の両方を考慮

した計算結果について報告する．また理論計算の結果と

直達光および水平面日射量の観測値との比較から，この

間題にとって最も重要な量であるエア・ゾルの吸収性

（複素屈折率虚数部）を評価することの可能性について

も述べる．

347．　会田　勝（東北大理）：オゾンの赤外吸収特性

　オゾン9．6帯（波数940－1200cm一1）による放射の吸

収・透過特性を吸収線構造の精密な導入により様々な大

気状態（温度293－2000K，圧力760－7．6mmHg，オゾン

69



176

量O．001－10cm）のもとで，この吹収帯による全吸収量

と波長別吸収の二点で計算した．この結果はWalshaw

やMcCaa　and　Shawの実験値を良く説明し，特に低圧

における弱い吸収帯による弱い吸収線の重要性を明らか

にしている．

348．　嘉納宗靖，鈴木　正（気研高物）：窓領域の大気放

　　　射について

　前々回の学会で，窓領域の大気放射は人気混濁度にし

ばしば影響されることを述べたが，この場合，大気放射

の強さは大気混濁度の増減にほぼ一致する．しかし，一

方大気放射が大気混濁度に殆ど無関係の場合がある．両

者の相異点を含め，大気放射と大気混濁度等との関係を

議論する．

349．　山本義一，田中正之，太田幸雄（東北大理）：浮遊

　　　媒塵の太陽放射散乱吸収による大気の加熱につい

　　　て

　著者らは，大気中の浮遊煤塵が増加することにより，

地球の反射率が増加し，その結果，気候の変化を4）たら

す可能性が強いという結論を得た．

　ところでまた，この浮遊煤塵による散乱のため，太陽

光が吸収されて，大気内部の各層で，そのエネルギーが

どのように配分されるかということも，興味ある問題で

ある．

　今回，その浮遊煤塵の太陽放射散乱吸収によって起こ

る，大気各層での昇ll、ll率を，汁算したので，その結果につ

いて報告する．

350．村井潔三，小林正治，後藤良三（気研高物）：大気

　　　工一ロゾルの放射特’性の測定

　直達口射の分光測定および太陽周辺光の波長別測定に

より，エー・ゾル粒子の散乱による消散係数の波長分布

および太陽近傍の散乱光の角度分布を求め，垂直大気柱

間に含まれる粒子の放射特性を求めた．また，地上付近

の粒子において，ポーラーネフェ・メーターを用いた測

定により，散乱関数を求めた．これらの測定資料を基に

してエー・ゾル粒子の垂直分布に対する推論を試みる．

351．　佐藤隆夫（長崎大）：通過空気質量を求めるin－

　　　terpolationの式

　大気中のある高さ偲から水平にある距離ッまで進むま

での通過空気質量は劣，ッの各の僅かの変化により値が

大きく変化するのでinterpolationにより求める場合

Newtonの式では不備なので前部階差を用いる式と後部

階差を用いる式を平均するとよい．しかもω，フニ変数

なので複雑な式になるが電算機により解決出来る．
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352．　佐藤隆夫（長崎大）：傾斜面の一日間直達日射量の

　　　プロゲラム

　太陽の赤緯δ，地点の緯度g，傾斜面の垂線の方向の

赤緯α，時角Aとしこの4つの量の任意の組合せについ

て4つの基本式のうちどれか一つをえらべは…日間の日

射量が求まる．どれをえらぶかを判定し，量を求めるプ

・グラムを作った．大気4）吸収を考へた場合，日照時間

についても適用される．IF文が82も有ることは問題の

複雑性を示している．

355．　佐藤隆夫（長崎大）：上空に於ける散乱光XIIII

　　　（日出没のとき）

　上空の観測点Oの高さをH，波長をλ，地球中心をOノ

とする．Oに入射する一次散乱光の方向を表はすに，太

陽の方位角にrelativeな方位角Aとその方向と00ノと

の成す角θを以てする．散乱光の強さをp（θ，A，H，詔）

とする．Aニgoo以上で影が出来る．四つの変数のうち

三つを一定に保ち一つを変へるときのPの変り方に5つ

の法則がある．1．θ＜gooではHがますとPは増す．2．

θ＞gooではHが増すとPは減る．3．Pが極大となる波

長はθが増すと減．4．この波長はHが増すと減る．5．

Pが極大となるθの値は入が増すと減る．

554．　佐藤隆夫（長崎大）：火星大気の一次散乱

　日出没時における一次散乱光強度は地球の場合と同じ

方法で計算出来る．地表面の大気比重！20g／m3，気圧

6000ダイン，重力は地球のO．38倍，火星は半径3，390km

の球，大気厚さを40km，大気比重の垂直分布は計算式

に依った．

355．池上比呂志，北村正亟（気研高物）：宇宙線各種成

　　　分と高層気象要素との相関

　地上及び地下で測定される宇宙線各種成分（硬成分，

軟成分及び地下高エネルギー成分）の強度変化と，高層

気温及び等圧面高度の変化との相関を求め，各層におけ

る気象要素が宇宙線強度に及ぼす効果を明らかにする．

356．村松久史，経塚　貢（気研高物）：成層圏における

　　　オゾンの日変化・季節変化

　10mb’付近の酸素原子・オゾン分子の日変化・季節変

化を光化学反応過程による部分について非平衡状態とし

て計算し，札幌・館野・鹿児島・ボルダーのオゾンゾン

デ，反転観測の結果と比較し検討を行なう．

357．原田　朗（気象庁産気）：成層圏におけるC・14濃

　　　度の変動と大気の運動について

　大気中の人工C－14の濃度分布を，核爆発停止の時期

に解析した．特定地点の高度別のデータから，濃度時間

寒天気”19．3．
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に関する最適曲線を求めた．これから濃度の年変動の

phaseの鉛直伝達速度を得た．濃度の鉛直傾度を考慮す

ると，トレーサーの鉛直輸送の卓越する秀節を知ること

ができる．これは下部成層圏で高緯度の冬に下方，中緯

度の秋に上方に向いている．また，最適曲線からの偏差

を高緯度の30mbの高度の帯状平均気温にバンドパスフ

ィルターをかけたものと比較し，変動の相関についての

べる．オゾン濃度の変動とも比較する．

558．　川平浩二（京大理）：定常プラネタリー波の季節変

　　　化

　1968年の1年間にわたる月平均場より定常プラネタリ

ー波を求め，その季節変化の様相を調べた．又，中間圏

と成層圏以下の，夏・冬の様相の差異も論じるために，

・ケット観測資料を用いて解析した結果も報告する．

359．　川平浩二（京大理）：プラネタリー波の上方伝幡と

　　　光化学反応

　上部中間圏・電離圏におけるプラネタリー波の役割を

みるために，上方伝幡に対する光化学反応の役割を調べ

た．反応によっては，伝幡を促進する効果を果すので，

この点について考察した結果を報告する．

360．堀井晴雄，岩坂泰信（名大理水研）：中間圏での

　　　CO215μ線のC・・ling　rateの計算

　CO2が光解離を起こす，中間圏・熱圏での15μ線に

よるC・・1ing　rateの計算を計算した．光解離の大きい

夏側において今まで計算されたCooling　rateよりも大

きい値が，計算された．これは，宇宙空間へ放出する量

の増加，および，考えている層より上層からのheating

の減少によることがわかった．

361．広野幹彦（新潟大工）：他分子との衝突によるCO

　　　の半幅値

　他分子との衝突により気体分子の吸収線は幅をもつこ

とが知られている．今回COの半幅値をアンダーソン

の理論を用いて計算し，実験値と比較した．

362．　岩坂泰信，堀井晴雄（名大理）：上部中間圏及び下

　　　部熱圏におけるCO2分布

　CO2分布を明確にすることは，中間圏及び下部熱圏

の温度構造やテネルギー輸送を考えるうえで必須の作業

であるが，今だに定まった分布というものが出されてい

ない．我々は先の学会（1971．秋）に続いて，今回は，

化学平衡という仮定をゆるめ，拡散（有効渦拡散と分子

拡散）の影響を考えに入れたモデルをつくった．80km

以上でのCO2の混合比の減少するというパターンは，

化学平衡モデルの場合と同じである．

1972年3月 71
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